
7月８日、寺ケ池公園プールがオープン。家族連れや友だち連れなど多くの人で賑わいました。（18ページに関連記事）
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生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ

ん
は
、
お
腹
が
す
い
た
こ
と
や
、

オ
ム
ツ
が
濡
れ
て
気
持
ち
悪
い

こ
と
を
〝
泣
く
〞
こ
と
で
親
に

伝
え
ま
す
。
親
は
赤
ち
ゃ
ん
を

抱
き
あ
げ
、「
ど
う
し
た
の
？
」

と
声
を
か
け
、
な
ぜ
泣
い
て
い

る
の
だ
ろ
う
と
考
え
、
世
話
を

し
ま
す
。
こ
の
や
り
取
り
で
親

子
の
絆き

ず
な

を
深
め
て
い
く
の
で
す
。

自
分
の
欲
求
や
思
い
に
心
を
寄

せ
、
受
け
止
め
て
も
ら
う
経
験

が
大
切
に
さ
れ
る
自
分
に
対
す

る
信
頼
を
育
み
、
こ
の
「
基
本

的
信
頼
感
」
は
そ
の
後
の
心
の

育
ち
の
基
盤
と
な
り
ま
す
。　
　

　

子
育
て
が
難
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
現
代
、
親
が
不
安
や
心

配
な
こ
と
を
身
近
な
人
に
相
談

し
た
り
、
様
々
な
人
の
つ
な
が

り
の
中
で
子
育
て
す
る
こ
と
が
、

子
ど
も
の
心
の
育
ち
に
と
っ
て

と
て
も
大
切
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

     ◉
今
月
の
焦
点
１

つ
な
が
り
が
育は

ぐ
く

む

大
切
な
心

子
ど
も
の
貧
困
、
児
童
虐
待
、
い
じ
め
問
題
、

不
登
校
な
ど
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
社
会
問
題
の

報
道
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

急
速
な
社
会
的
変
化
が
地
域
や
家
族
、

親
子
関
係
に
も
影
響
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
予
測
困
難
な
時
代
を
生
き
抜
く
子
ど
も
た
ち
の

「
大
切
に
育
て
た
い
心
の
育
ち
」
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
子
ど
も
子
育
て
課
・
教
育
指
導
課

◉掲載情報の見方
対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象▶
催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが必要
な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確認を▶先
着順の申し込みで時間の記載のないものは午前９時から受
付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号の記載がな
いものは市役所へ（業務日・時間は月～金曜日午前９時～午
後５時30分、祝休日・年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はできるだけ公
共交通機関のご利用を。
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◉市の人口・世帯数 ６月30日現在（カッコ内は前月比）
人口 男 女 世帯数

107,726(-24) 51,051(-15) 56,675(-9) 47,399(+35)

くろまろ塾

くろまろ塾・くろまろキッズの認定講座や催しはこのマーク

くろまろキッズ
（小中学生対象）

K Kiz

今後の予定など詳
しくは市ホームペー
ジをご覧ください。

02 今月の焦点１
つながりが育む大切な心

09 今月の焦点２
空き家などの有効活用をしよう

11 情報 PICK UP
・自動通話録音装置を貸し出します
・警察安全教室を開催

12 市政と関連情報  モックル生活ガイド
暮らし12、その他12・17・25、健康14、安
全安心15、事業所 16、保険・年金 16、税金
16、自治会 16、人権20、障がい者20、高齢
者21、子育て22

17 市長に聞きました

18 フォトニュースかわちながの

24 シリーズ人権連載

26 情報プラザ
お知らせ 26、講演・講座 27、展示・催し
28、 スポーツ31 、募集33、相談35

36 かわちながの ものづくり探訪22 
瀬尾高圧工業株式会社

市役所：河内長野市原町一丁目１番１号
※郵送の場合は〒 586-8501（住所不要）

☎ 53-1111（代表）

自分がかけがえのない
大切な存在であることを感じること

0歳～１歳半ごろ

基本的信頼感

大切な心を育む、人とのつながり・心を動かす実体験

●大切にされる経験
できるだけ毎日同じ保育士にお世話
をしてもらうことで、情緒が安定し、
集団の中でも安心して過ごせるよう
になります。

●異世代との交流
異世代交流は、お互いにとって大切
な時間です。色々な人がいて、それ
ぞれが支え合っているということを
学ぶにはまず出会うことが大切です。

●思いやりの気持ち
「あかちゃんにごはんあげてるね
ん」自分が大切にしてもらってい
ることを、お人形さんにしてあげ
ています。

  ◉今月の焦点１　つながりが育む大切な心
社
会
を
生
き
抜
く
道
徳
や

規
範
意
識
の
基
礎
を
培
い
学
童
期
へ

大
切
な
心
を

育
む
ス
テ
ッ
プ

赤ちゃん
ごはんどーぞ

おばあちゃん
こんにちは

ごはん
おいしいね
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日
々
の
生
活
や
散
歩
、
遠
足

な
ど
の
体
験
を
通
し
て
、
良
い

こ
と
や
悪
い
こ
と
が
分
か
り
、

交
通
ル
ー
ル
な
ど
の
社
会
の
決

ま
り
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
が

分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
友
だ
ち
と
様
々
な
体

験
を
重
ね
る
中
で
、
自
分
の
行

動
を
振
り
返
っ
た
り
、
友
だ
ち

の
気
持
ち
に
共
感
し
た
り
、
相

手
の
立
場
に
立
っ
て
行
動
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、異

年
齢
交
流
や
地
域
の
様
々
な
年

代
の
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
で
、

い
た
わ
り
や
思
い
や
り
の
気
持

ち
が
育
っ
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
ど
の
経
験
も
受
け

身
で
は
、
様
々
な
力
を
獲
得
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

色
々
な
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、

主
体
的
に
人
や
物
に
関
わ
ろ
う

と
す
る
心
を
こ
の
時
期
に
育
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
時
に
比
べ

る
と
、
自
分
で
移
動
す
る
こ
と

が
で
き
、
食
事
や
排
泄
な
ど
身

の
回
り
の
こ
と
が
少
し
ず
つ
で

き
る
な
ど
自
立
し
て
き
ま
す
。

ま
た
、
大
人
の
声
掛
け
で
気
持

ち
を
切
り
替
え
る
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
に
は
、
主
体
的
に

人
や
物
に
関
わ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
実
体
験
を
通
し
て
、

自
分
と
他
人
と
の
違
い
や
、「
順

番
」
な
ど
の
簡
単
な
決
ま
り
や

ル
ー
ル
な
ど
が
分
か
っ
て
い
き

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
し
っ
か
り

自
分
の
思
い
を
表
現
す
る
と
い

う
こ
と
も
大
切
で
す
。
互
い
の

思
い
が
ぶ
つ
か
り
合
う
経
験
を

通
し
て
、
相
手
に
も
思
い
や
気

持
ち
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気

付
い
て
い
き
ま
す
。
こ
の
時
期

は
、
ま
だ
ま
だ
大
人
の
あ
た
た

か
い
眼
差
し
と
、
適
切
な
援
助

が
必
要
で
す
。

見たい！知りたい！やりたい！
興味や関心を持ち積極的に関わろうとすること

3歳～6歳ごろ

自発性
食事や排泄などの自立とともに

簡単なルールや、自分と他人との違いに気づくこと

1歳半～3歳ごろ

自立・自己コントロール

大切な心を育む、人とのつながり・心を動かす実体験 大切な心を育む、人とのつながり・心を動かす実体験

わあ！
おまめさんやカブトムシ

さわれるん！
お兄ちゃん

トントンしてー

線路は
こうやって… 電車の中では

静かに！

ちょうちょが
出てきた！

●異年齢との交流
お昼寝する小さい子の背中を軽くた
たいてあげるトントン当番。大きい
子は、思いやりの気持ちが、小さい
子はあこがれの気持ちが育ちます。

●生き物の観察
飼育していた青虫がちょうちょに
なる瞬間に遭遇。生まれてきた時
の感動や大切にお世話をする経験
が、命の尊さを教えてくれます。

●ルールを守ることの大切さ
遠足などで、公共交通機関のマ
ナーを知る機会を設けています。
車での移動が多い昨今、貴重な体
験です。

●好奇心・探究心・意欲
保育士の見守りのもと、興味津々
で豆の観察。友だちとのやりとり
の中で、順番など大切なことを学
んでいます。

●夢中になれる活動
好奇心を刺激するいろいろな活動。
ワクワクしたり、ドキドキしたり、
夢中になったり…。どれも大切な
心の栄養です。

●友だちと協力して取り組む活動
作品を作る行程では、自分の考え
が通らなかったり、失敗したり…。
その経験を通して、折り合いを付
けたり、一緒に作ったという達成
感を味わったりするのです。

  ◉今月の焦点１　つながりが育む大切な心
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小
中
学
校
９
年
間
を
通
し
て
深
め
る

よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
学
び

15
の
春
に
責
任
を
持
つ

本
市
の
先
進
的
な
取
り
組
み

道徳教育はすべての教育活動の基盤です

小中学校

心の教育

　

自
分
を
見
つ
め
、
物
事
を
多
面

的
・
多
角
的
に
考
え
、
自
分
の
生

き
方
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
る

学
習
を
通
し
て
、
道
徳
的
な
判
断

力
、
心
情
、
実
践
意
欲
と
態
度
を

育
て
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
学
な
ど
本
市

独
自
の
様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
に
必
要
と
さ
れ
る

「
豊
か
な
人
間
性
」
を
育
ん
で
い

ま
す
。

■
育
て
た
い
心

●
や
さ
し
い
心
と
た
く
ま
し
さ

●
人
の
つ
な
が
り
や
人
を
大
切
に

　

す
る
人
権
感
覚
の
豊
か
さ

●
ふ
る
さ
と
や
地
域
を
愛
す
る
心

●
規
律
あ
る
心
、
社
会
に
貢
献
す

　

る
態
度

❹いのち育む交流授業

❷コミュニティスクール～地域の人たちとのふれあい～

乳幼児と保護者が学校を訪問し、児童・生徒と交流。赤
ちゃんとふれあい、子育ての話を聞き、親への感謝の気
持ちや命の重さを感じ、自己肯定感が育っています。

地域の伝統や文化・歴史を語れる
子どもたちを育てる、ふるさと学。
特設時間を設けた授業に加え、ふ
るさと作文や、美しの里発見事業、
年賀はがき絵コンクールなどの取
り組みにより、自分の住む町を愛
し、誇りを感じる子どもたちが増
えています。
※地域のコミュニティ誌にもふる
さと学について掲載されました。

府内で本市だけが導入している学校
運営協議会（コミュニティスクール）。
地域の人たちの力で、多くの取り組
みが行われています。
地域の人たちとのふれあいや体験は
子どもたちの貴重な心の育ちの場と
なっています。

▲ふれあいまつり

▲てくてくテーリング

▲「私たちの道徳」より

▲夏休み工作教室▲あまちゃんルーム

▲ほのぼの楽校

▲文化財子ども解説員

0
H23 H24 H25 H26 H27 H28 （年度）

（件）

20

40

60

80

100

120

140
暴力行為

喫煙

窃盗

取り組みの成果
　子どもたちの育ちは、学校・地域・家庭によっ
て支えられ、豊かな学びが実現しています。下
表のとおり、子どもたちの問題行動が減少する
など、地域のみなさんの関わりが大きな成果を
生んでいます。

■生徒・児童に関する問題行動件数の変化
（市内公立小中学校合計）

小中学校間の一貫性のあるきめ細かな指導により、
小6から中1のギャップがなくなり、義務教育9年間の
健やかな成長と確かな学力の向上につながっています。

❸異年齢の交流

自分の意見を聞いてくれなかった
時があっても、まずは相手の意見
を聞いてみようと思った。支え合
うために、人のためになることを
どんどん考えていこうと思った。

人と自分が違うことによって
思っていることが違うから、話し
合いをする時、いろいろな意見や
よりよい意見が出るから、自分と
人は違っていいと思う。

▲子どもの感想より▲

❶ふるさと学～ふるさとをみつめて～

  ◉今月の焦点１　つながりが育む大切な心

就学相談
　来年４月に小中学校へ入学する子どもの保護者
を対象に就学相談を行っています。「体力や健康
面が不安」「集団にうまくなじめない」など、健康
や生活の面で悩みなどを、気軽にご相談ください。
問教育指導課
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※NET＝ Native English Teacher

Let's Enjoy English!
すべての小中学校に外国人英語指導員「NET」を配置

問い合わせ　教育指導課

小学校英語のルーツ・河内長野市

　

本
市
で
は
、
平
成
８
年
か
ら
天

野
小
学
校
を
皮
切
り
に
、
全
国
の

モ
デ
ル
と
し
て
、
小
学
校
英
語
の

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
27

年
度
か
ら
は
、
全
小
学
校
で
1
年

生
か
ら
、英
語
授
業
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
29
年
度
か
ら
は
全
小
学
校
の

3
年
生
以
上
が
毎
週
1
時
間
、
英

語
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、質
の
高
い
学
び
を
進
め
る

た
め
に
、全
て
の
小
中
学
校
に
外
国

人
英
語
指
導
員
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」が
配
置

さ
れ
て
お
り
、小
学
校
で
は
Ｎ
Ｅ
Ｔ

の
発
音
を
聞
き
な
が
ら
、
英
語
授

業
の
基
礎
・
基
本
を
作
り
ま
す
。
中

学
校
で
は
、英
語
科
教
員
と
Ｎ
Ｅ
Ｔ

か
ら
、
本
格
的
な
英
語
を
学
び
、

個
々
の
学
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｔ
と
先
生
た
ち
の
協
力

で
よ
り
良
い
授
業
に

　

夏
休
み
中
、Ｎ
Ｅ
Ｔ
と
小
中
学
校

の
先
生
た
ち
が
集
ま
り「
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ・
サ
ロ
ン
」を
開
い
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
の
先
生
は
、
子
ど
も
た

ち
が
よ
り
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な

授
業
に
つ
い
て
、中
学
校
の
先
生
は
、

よ
り
力
の
付
く
英
語
の
授
業
に
つ

い
て
研
修
し
ま
す
。

英
語
で
発
表
し
て
み
よ
う

　

秋
に
は
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
の
部
で
は
、
朗
読
や
劇

な
ど
、
中
学
生
の
部
で
は
、
暗
唱

や
ス
ピ
ー
チ
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
す
。

　

出
場
す
る
児
童
・
生
徒
は
、
た

く
さ
ん
の
観
客
の
前
で
、
緊
張
し

な
が
ら
も
堂
々
と
英
語
で
発
表
し

ま
す
。
今
年
は
、
11
月
4
日
㈯
に

キ
ッ
ク
ス
で
開
催
予
定
で
す
。

小
学
校
の
先
生
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

子
ど
も
と
同
じ
目
線
で

楽
し
く
教
え
て
い
ま
す

心
の
育
ち
は

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を

生
き
る
力
に
も

加
賀
田
小
学
校

平ひ
ら

井い

奈な

那な

先
生

　

英
語
が
得
意
で
は
な
い
自
分
が

英
語
の
授
業
を
受
け
持
つ
こ
と
に

な
り
、は
じ
め
は
子
ど
も
た
ち
に

授
業
が
で
き
る
の
か
不
安
で
し
た
。

　

そ
ん
な
時
に
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ・

サ
ロ
ン
に
参
加
す
る
機
会
が
あ
り
、

外
国
人
の
先
生
と
の
ゲ
ー
ム
な

ど
を
通
し
て
、
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
お
も
し
ろ
さ
を
学

び
ま
し
た
。
そ
の
楽
し
さ
を
子
ど

も
た
ち
に
も
伝
え
た
い
と
い
う
思

い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

日
々
の
授
業
の
中
で
気
を
付
け

て
い
る
こ
と
は
、
常
に
子
ど
も
目

線
で
笑
顔
で
あ
る
こ
と
で
す
。
そ

し
て
自
分
も
楽
し
む
と
い
う
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
し
な
が
ら
歌
を
う
た
っ

た
り
、カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、

子
ど
も
た
ち
が
普
段
は
照
れ
そ
う

な
こ
と
で
も
自
分
か
ら
進
ん
で
英

語
の
体
験
を
し
て
く
れ
て
い
る
こ

と
が
う
れ
し
い
で
す
。

　

単
元
に
よ
っ
て
、
ス
ピ
ー
チ
や

劇
な
ど
み
ん
な
の
前
で
発
表
す
る

機
会
が
あ
る
の
で
す
が
、
子
ど
も

た
ち
は
、
最
初
は
緊
張
し
て
い
て

も
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
上
手
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
英
語
に
対
す

る
苦
手
意
識
が
な
く
な
り
、積
極
的

に
な
っ
て
い
く
姿
を
見
る
と
、小
学

校
か
ら
体
全
体
で
英
語
を
学
ぶ
大

切
さ
を
感
じ
ま
す
。

  ◉今月の焦点１　つながりが育む大切な心

  ◉今月の焦点 2　

　市では放置空き家の発生防止のため、
使用する予定のない住宅の流通を促進し、地域の活性化につなげる制度、

古い木造住宅の取り壊しを支援し、住みやすいまちを目指す制度を設けています。
住宅の今後について早めに考える機会としてイベントや説明会も実施します。

ぜひこの機会にご家族で考えてみましょう。

問い合わせ　都市創生課

空き家などの有効活用をしよう

住
み
か
え
支
援
機
構
（
Ｊ
Ｔ
Ｉ
）

が
借
り
上
げ
て
年
金
化
す
る
マ
イ

ホ
ー
ム
借
上
げ
制
度
も
活
用
可
能

で
す
。（
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
）

物
件
の
仲
介
を

希
望
す
る
宅
建
業
者

　

同
制
度
に
登
録
さ
れ
た
物
件
の

仲
介
を
希
望
す
る
宅
地
建
物
取
引

事
業
者
（
宅
建
業
者
）
は
、
事
業

者
登
録
（
◆
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
は
、
空
き
家
な
ど
の
売
買
・

賃
貸
借
の
仲
介
に
係
る
交
渉
・
契

空き家を
買いたい、借りたい！

河内長野市 仲介を希望する
宅地建物取引業者

空
き
家
バ
ン
ク
制
度物

件
登
録

利
用
者
登
録

登
録
募
集

情
報
発
信

交
渉
・
契
約

　

市
内
の
空
き
家
な
ど
を
有
効
活
用

す
る
こ
と
で
、
定
住
促
進
や
地
域
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

空
き
家
な
ど
を
持
っ
て
い
る
人

　

住
宅
と
し
て
利
用
が
可
能
な
空
き

家
・
空
き
地
を
所
有
し
、
同
制
度
へ

の
登
録
を
希
望
す
る
人
は
、
物
件
登

録
（
★
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
自
宅
を
一
般
社
団
法
人　

移
住
・

仲
介
の
契
約

交
渉
・
契
約

約
に
つ
い
て
、
直
接
関
与
し
ま
せ
ん
。

※
仲
介
に
は
宅
建
業
者
が
定
め
る

手
数
料
が
必
要
で
す
。

※
登
録
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

河
内
長
野
市
内
で

空
き
家
な
ど
を
探
し
て
い
る
人

　

市
内
で
の
定
住
の
た
め
に
空
き

家
な
ど
を
探
し
て
お
り
、
同
制
度

に
登
録
さ
れ
た
物
件
紹
介
を
希
望

す
る
人
は
、
利
用
者
登
録
（
☆
）

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　協力事業者の募集
　協力事業者を
　仲介事業者として登録

空き家を
売りたい、貸したい！

★

◆

☆
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警察安全教室を開催
　大阪府警の生活安全指導班では、女性警察官の防犯指導
専門チームを結成し、各地域に出向き、幼児から高齢者ま
で参加者に合わせた防犯教室を開催しています。

問危機管理課

　　
専
ででで

  ◉今月の焦点 2　空き家などの有効活用をしよう　

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶

　

市
で
は
一
般
社
団
法
人　

移
住
・

住
み
か
え
支
援
機
構
（
Ｊ
Ｔ
Ｉ
）
と

連
携
し
、Ｊ
Ｔ
Ｉ
が
実
施
し
て
い
る

「
マ
イ
ホ
ー
ム
借
上
げ
制
度
」
の
普

及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　
　
　

　
「
マ
イ
ホ
ー
ム
借
上
げ
制
度
」は
、

50
歳
以
上
の
人
が
お
持
ち
の
住
宅

を
売
却
す
る
こ
と
な
く
Ｊ
Ｔ
Ｉ
が

借
り
上
げ
、
賃
貸
住
宅
と
し
て
子

育
て
世
帯
な
ど
に
転
貸
す
る
も
の

で
す
。

　

持
ち
家
が
広
す
ぎ
る
た
め
住
み

替
え
を
希
望
す
る
高
齢
者
世
帯
が

い
る
一
方
で
、
よ
り
広
く
ゆ
と
り

の
あ
る
家
を
希
望
す
る
子
育
て
世

帯
も
い
ま
す
。「
マ
イ
ホ
ー
ム
借
上

げ
制
度
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
住
宅
へ
の
住

み
か
え
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

貸
し
手
は
賃
料
収
入
を
得
る
こ
と

が
で
き
、
借
り
手
と
な
る
若
い
世

代
は
相
場
よ
り
も
安
い
家
賃
で
物

件
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

制
度
に
つ
い
て
興
味
を
お
持
ち

の
人
に
向
け
て
の
説
明
会
を
開
催

　　　　　　　　　  問い合わせ　都市創生課

■終活セミナー
　「相続」や「成年後見制度」、聞いたことはあって
も理解できていますか？今後直面する可能性の高
い問題を元気なうちから考えましょう。当セミナー
ではこれらの基礎知識について、司法書士が分か
りやすく説明します。
とき　８月29日㈫午前10時～正午
ところ　ノバティホール（駐車場は有料）
定員　100人
申し込み　８月７日～25日に電話で都市創生課へ

■住まいの相談会
　不動産購入の契約や手付金、賃貸住宅の申し込
みや契約など、安全な取引に関する無料相談を実
施します。
とき　９月４日㈪午後１時～４時
ところ　市役所
定員　６人（先着順）
申し込み　８月７日から電話で大阪府宅地建物取
引業協会南大阪支部（☎072-958-3005）へ

マ
イ
ホ
ー
ム

借
上
げ
制
度

　

周
囲
へ
の
悪
影
響
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
古
い
木
造
住
宅
を
取
り

壊
す
工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

補
助
対
象
建
築
物　

昭
和
56
年
５

月
31
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造

の
一
戸
建
て
・
長
屋
・
共
同
住
宅

で
耐
震
性
が
不
足
し
、
１
年
以
上

居
住
し
て
お
ら
ず
空
き
家
の
も
の　

補
助
対
象
者　

建
築
物
の
所
有
者

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
マ
イ
ホ
ー
ム
借
上
げ
制
度
説

明
会

と
き　

８
月
24
日
㈭
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

申
し
込
み　

８
月
７
日
〜
18
日
に

電
話
で
都
市
創
生
課
へ

で
、
補
助
金
交
付
申
請
時
の
市
民

税
所
得
割
額
が
30
万
４
２
０
０
円

未
満
の
人（
所
有
者
が
複
数
の
場
合

は
全
員
の
同
意
が
必
要
）

補
助
額　

除
却
工
事
に
要
す
る
費

用
の
２
分
の
１（
上
限
額
20
万
円
）

※
申
請
に
は
ほ
か
に
も
一
定
の
要

件
が
あ
り
ま
す
。

※
工
事
に
着
手
す
る
前
に
申
請
が

必
要
で
す
。
必
ず
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
市
が
行
う
他
の
住
宅
関
連
補
助

制
度
と
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

これからの住宅について考えてみませんか

木
造
住
宅
除
却

補
助
制
度

【
Ｊ
Ｔ
Ｉ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
引
用
】

自動通話録音装置を
貸し出します

～振り込め詐欺などの防止を目指して～

　

市
で
は
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
高

齢
者
を
ね
ら
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
や
還

付
金
詐
欺
な
ど
の
被
害
防
止
を
図
る
た

め
、
自
宅
の
固
定
電
話
に
接
続
す
る
自

動
通
話
録
音
装
置
（
写
真
右
）
の
無
料

貸
し
出
し
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
装
置
に
は
、
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
や
録
音
機
能
、
自
動
発

報
機
能
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
み
の

世
帯
、
日
中
に
65
歳
以
上
の
人
の
み
に

な
る
世
帯

貸
出
数　

２
０
０
台

申
し
込
み　

危
機
管
理
課
に
あ
る
申
し

込
み
用
紙
に
住
民
票
の
写
し
を
添
え
て

同
課
へ
（
郵
送
可
）
▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

※
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
機
器
を

電
話
に
接
続
し
て
い
る
場
合
は
不
具
合

が
出
な
い
か
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
危
機
管
理
課

　

６
月
19
日
に
南
花
台
防
犯
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
防
犯
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
」を
テ
ー
マ
に
、

寸
劇
方
式
で
女
性
警
察
官
が
犯
人
に
な

り
き
り
、
犯
人
目
線
で
手
口
な
ど
を
紹

介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
阪
の
お
ば
ち

ゃ
ん
に
扮ふ

ん

し
て
被
害
に
合
わ
な
い
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す
く
笑
い
を

交
え
な
が
ら
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
内
で
は
医
療
費
な
ど
の
還

付
金
を
装
っ
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動

預
払
機
）
へ
誘
導
し
、
言
葉
巧
み
に
お

金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
「
還
付

金
詐
欺
」
が
多
発
し
、
実
際
に
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
電
話
で
「
携
帯
電

話
を
持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
」
と
言
わ
れ
た

ら
、
詐
欺
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
詐
欺
へ
の
問
題
意
識

を
高
め
、
日
頃
の
家
族
と
の
会
話
な
ど

を
通
じ
て
周
り
の
人
の
様
子
を
気
に
掛

け
る
な
ど
、
見
守
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
防
犯
教
室
を
開
催

対
象　

自
治
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
企
業
・
病

院
な
ど

申
し
込
み　

河
内
長
野
警
察 

（
☎
54
・

１
２
３
４
）

※
複
数
の
希
望
日
を
用
意
し
、
早
め
の

相
談
を
▽
詳
し
く
は
大
阪
府
警
察
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

～～～～～～～～～～～～～～～～～振
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水
道
水
を
よ
り
安
全
に

ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に

　

水
道
水
は
塩
素
で
消
毒
し
て
い

ま
す
が
、
時
間
の
経
過
に
よ
り
塩

素
の
成
分
が
薄
れ
て
き
ま
す
。
早

朝
や
長
期
の
旅
行
の
後
な
ど
は
、

給
水
管
に
滞
留
す
る
こ
と
で
消
毒

効
果
が
薄
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
給
水
管
に
鉛
管
が
使
わ
れ

て
い
る
場
合
、
鉛
が
ご
く
わ
ず
か

な
が
ら
溶
け
出
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

い
ず
れ
も
通
常
の
使
用
で
は
問

題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
時
間
使
用

し
な
か
っ
た
水
道
を
使
う
場
合
は
、

消
火
器
を
処
分
す
る
と
き
は

　

家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
消
火
器

は
ご
み
で
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
平
成
22
年
か
ら
日
本
消
火
器

工
業
会
の
「
廃
消
火
器
リ
サ
イ
ク

ル
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
が
始
ま
り
、

消
火
器
の
引
き
取
り
や
適
正
処
理
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
効
率
的
な
回
収
シ

ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。
消

火
器
を
処
分
す
る
場
合
は
、
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。

①
特
定
窓
口
に
直
接
持
ち
込
み
ま

た
は
引
取
り
を
依
頼
す
る
▽
市
内

の
特
定
窓
口
＝
輝ひ

か
り

電
気
防
災
設

備
（
小
塩
町
37
の
３
、
☎
62
・
３

０
５
８
）、
ユ
ニ
マ
ー
ト
大
阪
（
持

ち
込
み
の
み
▽
西
之
山
町
20
の
15

の
１
０
７
、
☎
54
・
３
０
８
０
）

②
指
定
引
取
場
所
に
直
接
持
ち
込

む
▽
最
寄
り
の
指
定
引
取
場
所
＝

ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
㈱
大
阪
工
場

（
堺
市
美
原
区
木
材
通
２
の
２
の

38
、
☎
０
７
２
・
３
６
１
・
５
９

１
１
）

③
ゆ
う
パ
ッ
ク
に
よ
る
回
収
を
依

頼
す
る
▽
ゆ
う
パ
ッ
ク
専
用
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０
・
８

２
２
・
３
０
６
）

※
費
用
な
ど
は
事
前
に
各
窓
口
に

問
い
合
わ
せ
を
。

問
環
境
衛
生
課

念
の
た
め
バ
ケ
ツ
１
杯
程
度
の
水

を
飲
み
水
以
外
の
用
途
に
お
使
い

く
だ
さ
い
。

問
水
道
課

水
道
水
の
給
水
装
置
を

適
正
に
維
持
管
理
し
ま
し
ょ
う

　

水
道
水
は
、
右
下
図
の
方
式
で

各
家
庭
な
ど
に
給
水
し
て
い
ま
す
。

配
水
管
か
ら
各
家
庭
に
引
き
込
ん

で
い
る
管
は
、
所
有
者
ま
た
は
使

用
者
の
費
用
で
維
持
管
理
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す

の
で
、
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
漏
水
を
発
見
し
た
場
合

は
、
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー
（
市
役

所
内
、
☎
53
・
６
６
２
１
）
へ
連

道
路
に
は
み
出
し
た

木
々
の
剪
定
の
お
願
い

　

住
宅
に
植
え
た
庭
木
や
生
垣
、

ま
た
個
人
が
所
有
す
る
山
林
の
樹

木
な
ど
が
、
車
道
や
歩
道
に
は
み

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
漏
水
の
調
査

に
お
伺
い
し
ま
す
。
漏
水
な
ど
の

際
に
一
部
無
償
で
修
繕
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
を
。

問
水
道
課

貯
水
槽
水
道
の
維
持
管
理
に

努
め
ま
し
ょ
う

　

ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、
病
院
な

○
貯
水
槽
周
辺
の
点
検
・
清
掃　

○
貯
水
槽
の
施
錠
や
亀
裂
の
有
無　

○
水
中
・
水
面
の
浮
遊
物
の
有
無　

○
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー
管
や
通
気
管

に
設
置
さ
れ
て
い
る
防
虫
網
の
状

態○
蛇
口
か
ら
出
る
水
の
色
や
濁
り
、

臭
い
、
味

■
水
道
水
に
異
常
が
あ
っ
た
ら

　

速
や
か
に
給
水
を
停
止
し
て
利

用
者
に
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
環

境
政
策
課
ま
た
は
水
道
課
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
政
策
課
ま
た
は
水
道
課

暮らし

暮
ら
し

◉ペットボトルなどの回収
ところ ペット

ボトル
飲料用
紙パック

発泡スチロ
ールトレイ

イズミヤ河内長野店 ● ● ●
サンプラザ三日市駅前店 ● ● ●
サンプラザ河内長野店 ● ● ●
西友千代田店・生鮮市場ばんばん ● ● ●
オークワ河内長野店 ● ● ●
関西スーパー河内長野店 ● ● ●
松源河内長野店 ● ● ●
コノミヤ南花台店 ● ● ●
コノミヤ北青葉台店 ● ● ●
デイリーカナートはやし美加の台店 ● ● ●
いずみ市民生協河内長野支所
（毎月第３金曜日午前10時～正午） ー ● ー

★回収時間は業務時間中（いずみ市民生協河内長
野支所を除く）。
★回収ボックスに汚れたままのものや異物を入
れないでください。

◉廃食用油の回収
ところ 8月 9月

千代田公民館 14日 11日
南花台公民館 17日 21日
高向公民館 ー 20日
加賀田公民館 18日 ー
三日市公民館 25日 ー
くすのかホール ー 25日
あやたホール 28日 ー

★回収時間は午前10時～ 11時▷千代田・南花
台公民館は午前11時 30分まで。
★エンジンオイルなどの鉱物油やラードは絶対
混入しないでください。
★廃食用油回収協力店を募集中▷協力いただけ
る店舗は環境政策課へご連絡ください。

◉廃食用油回収協力店舗名
店舗名 所在地 回収日 回収時間

小深の里天狗食堂 小 深 金 午前８時～午後４時
麺坊万作 南花台 木 午前11時～午後５時
麺坊蕎麦博 南貴望ケ丘 火 午前11時～午後５時
米のきのした 北青葉台 日 午前10時～午後６時
河南食糧小山田店 荘園町 営業日 午前７時～午後８時
加賀田米穀店 加賀田 火 午前８時30分～午後７時 30分
八重別館 末広町 水 午前８時～正午
千代田米穀店 松ケ丘東町 木 午前９時～午後５時
天野山保育園 天野町 平日 午前９時～午後4時

出
す
と
通
行
し
づ
ら
い
だ
け
で
な

く
交
通
事
故
の
原
因
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
私
有
地
か
ら
は
み

出
し
て
い
る
樹
木
の
所
有
権
は
所

有
者
に
あ
る
た
め
、
市
で
剪せ

ん

定て
い

や

伐
採
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と

が
原
因
で
事
故
な
ど
が
発
生
し
た

場
合
、
所
有
者
が
責
任
を
問
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
剪
定

や
伐
採
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
道
路
課

ご
み
置
き
場
の

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

　

市
で
は
、
ご
み
置
き
場
か
ら
粗

大
ご
み
や
資
源
ご
み
を
許
可
な
く

維
持
管
理

所有者または施設管理者が行います
（配水管の取り出し口から蛇口まで）

所有者または使用者が行います
（配水管の取り出し口から蛇口まで）

受水槽方式 直結給水方式

受水槽

高置水槽

メーター 止水栓 止水栓 メーター

配水管

　みなさんの周りで、永年（10年以上日
常的に継続）にわたり、市政の発展のため、
市民の模範として公共的な活動を続けて
いる個人や団体がおられましたら、次の
方法で推薦してください。関係団体に照
会のうえ、市長表彰審査会で厳正に審査
し、11月３日「文化の日」に表彰します。
推薦方法　既定の様式に住所、氏名（団
体名）、活動内容、あなたの住所、氏名、
電話番号を記入して８月 18 日（必着）
までに秘書課へ
※様式は同課で配布▽市ホームページに
も掲載しています。
問秘書課

市長表彰候補者のご推薦を

持
ち
去
る
行
為
者
に
対
す
る
巡
回

パ
ト
ロ
ー
ル
を
、
市
職
員
と
委
託

業
者
（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）

に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

パ
ト
ロ
ー
ル
に
加
え
、
持
ち
去
ら

れ
る
可
能
性
の
あ
る
ご
み
を
事
前

に
回
収
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
衛
生
課

サ
ル
を
見
か
け
て
も

あ
わ
て
な
い
で
！

　

毎
年
、
初
夏
か
ら
晩
秋
に
か
け

て
サ
ル
の
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

サ
ル
に
出
会
っ
た
場
合
は
、
次

の
４
項
目
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
近
寄
ら
な
い

②
目
を
あ
わ
せ
な
い

③
食
べ
物
を
見
せ
な
い

④
食
べ
物
を
与
え
な
い

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
環
境
政
策
課

ど
の
多
く
は
、貯
水
槽（
受
水
槽
・

高
置
水
槽
）
を
通
じ
て
給
水
し
て

い
ま
す
。貯
水
槽
の
設
置
者
は
、良

質
な
水
道
水
の
確
保
の
た
め
維
持

管
理
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
貯
水
槽

水
道
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

■
定
期
的
な
点
検
・
清
掃
を

　

貯
水
槽
の
管
理
が
不
十
分
に
な

る
と
、
ご
み
や
異
物
の
混
入
、
さ

び
の
発
生
な
ど
で
水
が
汚
れ
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
次
の
こ
と
を

中
心
に
、
定
期
的
な
点
検
・
清
掃

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

その他

その他 市政と関連情報 モックル生活ガイド
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安
全
安
心

み
ん
な
で
考
え
る
防
災
ゲ
ー
ム

〜
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
〜　

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
時
の
実

話
を
教
材
に
、
場
面
ご
と
に
話
し

合
い
、
追
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
。

と
き　

９
月
３
日
㈰
午
後
1
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

南
花
台
公
民
館

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

８
月
８
日
か
ら
同
館

へ問
南
花
台
公
民
館

（
☎
63
・
１
１
３
１
）

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

８
月
３
日
か
ら
電
話

で
同
セ
ン
タ
ー
へ

８
月
は

「
こ
ど
も
１
１
０
番
月
間
」
で
す

　

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
り
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
「
こ

ど
も
１
１
０
番
」
運
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
家
庭
や
地
域
の
み
な

さ
ん
で
子
ど
も
た
ち
を
守
り
ま
し

ょ
う
。

問
地
域
教
育
推
進
課

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
５
）

防
災
講
演
会

　

防
災
の
日
に
あ
わ
せ
て
、
兵
庫

県
立
大
学
院
准
教
授
の
紅べ

に

谷や

昇し
ょ
う

平へ
い

さ
ん
が
「
地
域
に
お
け
る
避
難

所
運
営
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
ま

す
。

と
き　

９
月
１
日
㈮
午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

２
８
０
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

８
月
７
日
か
ら
電
話

で
危
機
管
理
課
へ

問
危
機
管
理
課

盆
踊
り
な
ど
を
行
う
時
は

防
火
対
策
が
必
要
で
す

　

本
市
で
は
、
平
成
25
年
８
月
に

京
都
府
福
知
山
市
の
花
火
大
会
で

発
生
し
た
火
災
を
教
訓
に
市
火
災

予
防
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。
地

域
の
祭
り
や
盆
踊
り
な
ど
大
勢
の

人
が
集
合
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
は
、防

火
対
策
が
次
の
と
お
り
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
。

①
消
火
器
の
準
備
が
義
務
化

　

火
災
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
コ

ン
ロ
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
火
気
器

具
を
使
用
す
る
場
合
は
、
取
り
扱

う
人
が
消
火
器
を
準
備
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
火
気
器
具
ご
と

に
１
本
必
要
で
す
が
、
１
つ
の
ブ

ー
ス
・
テ
ン
ト
内
で
複
数
使
用
す

る
場
合
は
１
ブ
ー
ス
・
テ
ン
ト
ご

と
に
準
備
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
住
宅
用
消
火
器
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。
業
務
用
消
火
器
を
使

用
し
、
腐
食
や
破
損
の
な
い
も
の

を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を

送
付
し
ま
し
た

　

特
定
の
年
齢
（
平
成
29
年
４
月

１
日
時
点
）
の
人
に
、
次
の
検
診

の
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
７
月
下

旬
に
送
付
し
ま
し
た
。
８
月
中
旬

ま
で
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
か

な
い
場
合
や
、
４
月
21
日
以
降
に

市
に
転
入
し
た
人
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

◎
乳
が
ん
検
診
＝
40
歳
の
女
性
市

民◎
子
宮
頸け

い

が
ん
検
診
＝
20
歳
の
女

性
市
民

た
ば
こ
相
談
（
予
約
制
）

対
象　

た
ば
こ
を
や
め
た
い
市
民

と
き　

８
月
28
日
㈪
、
９
月
25
日

㈪
▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

禁
煙
に
む
け
て
の
相
談

②
露
店
な
ど
を
開
設
す
る
場
合
、

消
防
署
へ
の
届
出
が
義
務
化

　

祭
礼
・
縁
日
・
花
火
大
会
・
展

示
会
な
ど
大
勢
の
人
が
集
合
す
る

イ
ベ
ン
ト
で
火
災
発
生
の
お
そ
れ

の
あ
る
コ
ン
ロ
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど

の
火
気
器
具
を
用
い
露
店
を
開
設

す
る
場
合
は
、
消
防
署
へ
届
出
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
催
し　

運
動
会
な
ど

の
学
校
行
事
、
自
治
会
の
祭
り
・

盆
踊
り
、
神
社
の
祭
礼
な
ど
一
定

の
社
会
的
広
が
り
を
有
す
る
も
の

が
含
ま
れ
ま
す
。
な
お
、
近
親
者

に
よ
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
花
見
、幼

稚
園
な
ど
で
父
母
が
主
催
す
る
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
で
、
個
人
的
な
つ

な
が
り
に
留
ま
る
場
合
は
対
象
外

で
す
。

届
出
方
法　

イ
ベ
ン
ト
主
催
者
や

露
店
の
開
設
を
統
括
す
る
人
が
取

り
ま
と
め
て
消
防
署
へ

問
消
防
署
警
備
課
（
☎
53
・
５
６

８
１
）、
消
防
本
部
予
防
課
（
53
・

３
６
９
９
）

申
し
込
み　

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

へ医
療
機
関
で
実
施
す
る

が
ん
検
診
（
有
料
）

■
10
〜
11
月
の
乳
が
ん
検
診
の
募

集
（
大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー
実
施

分
）

対
象　

40
歳
以
上
で
平
成
29
年
度

に
奇
数
年
齢
に
な
る
か
平
成
28
年

度
に
未
受
診
の
女
性
市
民

と
き
・
と
こ
ろ　

大
阪
南
医
療
セ

ン
タ
ー
＝
第
１
〜
４
土
曜
日
の
午

前
（
各
日
定
員
あ
り
）

費
用　

１
０
０
０
円

申
し
込
み　

８
月
15
日
ま
で
に
電

話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
（
抽
選
）

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
申
し
込

み
可

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
事
前
に

同
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

歯
っ
ぴ
ー
ス
マ
イ
ル
教
室

対
象　

20
歳
以
上
の
市
民

と
き　

９
月
５
日
㈫
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

適
切
な
み
が
き
方
の
実
習
、

位い

相そ
う

差さ

顕
微
鏡
で
の
歯
周
病
菌
の

観
察
、
お
口
の
健
康
体
操
な
ど

ス
能
力
、
柔
軟
性
の
向
上
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

対
象　

体
力
や
身
体
機
能
の
低
下

を
感
じ
、
運
動
習
慣
の
少
な
い
40

〜
64
歳
で
、
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ウ
ェ
ル
ネ
ス
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日

市
）
を
利
用
し
て
い
な
い
市
民

と
き　

９
月
５
日
〜
11
月
15
日
の

う
ち
11
回
▽
主
に
火
・
水
曜
日
の

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
▽
日

時
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

と
こ
ろ　

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

定
員　

25
人
（
選
考
）

申
し
込
み　

８
月
15
日
ま
で
に
電

話
で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
62
・
１
９

１
９
）
へ

安全安心

健
康

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

〒
586-
０
０
１
２
菊
水
町
２
の
13

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

※
対
象
の
記
載
が
な
い
同
セ
ン

タ
ー
の
事
業
は
市
民
が
対
象
。

李さんの薬食同源ランチ（1,380 円）
546kcal、塩分 2.8g、野菜 220g
■お店のコメント　中国料理は
5000 年の進化を経て「色」、「香」、
「味」、「形」の要素に加え、「養」、
すなわち漢方医学の知識を結びつけ
て、『漢食同源』のメニューを築き
上げました。今回、開発したランチメニューは、健康により一
層配慮した、心を込めた創作料理です。
■中国養生家庭料理 桃李　南花台 1-1-10　☎ 55-2398　
※２日前までに要予約。

　健康総合企業のタニタが、飲食店とコラボレーションして、
健康に配慮したメニュー開発を行ったプロジェクト。今月は「中
国養生家庭料理 桃李」のメニューを紹介します。
※プロジェクトの詳細はＱＲコードからご参照ください。
問い合わせ　政策企画課

タニタ
監修
メニューかわちながの

あっぱれ！ゴハンプロジェクト

富田林保健所の相談・検査 〒584-0031富田林市寿町3-1-35
（☎23-2681、℻24-7940）

こころの健康相談（予約制） 月～金曜日（祝休日除く）午前９時 30
分～午後０時15分と午後１時～５時エイズに関する相談（電話相談可）

血

液

検

査

エイズウイルス抗体検査（匿名可）

第１・３水曜日（祝休日除く）
午後１時30分～２時30分

梅毒血清反応検査
（匿名可、有料の場合あり）
クラミジア抗原検査
（尿検査、匿名可、有料の場合あり）

肝炎ウイルス検査（予約制） 第３水曜日（祝休日除く）
午前９時30分～10時 30分

風しん抗体検査（予約制、対象は妊娠を
希望する女性とその配偶者妊婦の配偶者）

第１・３火曜日（祝休日除く）
午前 10時～ 11時

骨髄移植対策推進事業
骨髄バンクドナー登録（予約制）

第 1水曜日（祝休日除く）
午前 11時～午後 0時 15分

飲用水・井戸水検査（有料・予約制）
※予約は藤井寺保健所（☎072-952-6165）へ。毎週月曜日（祝休日の場合は火曜日）

午前９時 30分～ 11時 30分
腸内細菌検査、寄生虫卵検査（有料）

医療機関に関する相談 月～金曜日（祝休日除く）午前９時～
午後０時15分と午後１時～５時30分

▲「こども110番」のマーク。身に危険を感
じたら、このマークのある場所へ逃げ込もう。

健康

理
学
療
法
士
に
よ
る
相
談

対
象　

40
歳
以
上
64
歳
以
下
の
市

民
（
利
用
は
原
則
１
回
の
み
）

と
き　

８
月
25
日
㈮
、
９
月
22
日

㈮
、
10
月
27
日
㈮
午
前
９
時
30
分

〜
正
午

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

理
学
療
法
士
が
個
人
に
合

っ
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し

ま
す
。

申
し
込
み　

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

へ
（
予
約
制
）

40
代
か
ら
の
は
じ
め
て

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室

　

自
分
に
あ
っ
た
運
動
習
慣
を
身

に
付
け
、
筋
力
ア
ッ
プ
や
バ
ラ
ン

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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自治会

国
民
健
康
保
険
の

日
曜
臨
時
窓
口
を
開
設

■
平
日
お
忙
し
い
人
は
ご
利
用
く

だ
さ
い

と
き　

８
月
20
日
㈰
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　

市
役
所

内
容　

国
保
の
届
け
出
や
保
険
料

の
納
付
、
納
付
相
談
な
ど

※
必
要
書
類
な
ど
は
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課

個
人
事
業
税
第
１
期
分
は

８
月
31
日
ま
で
に

　

個
人
事
業
税
第
１
期
分
の
納
期

限
は
８
月
31
日
㈭
で
す
。
納
期
限

ま
で
に
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
な

ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
（
手
数

料
不
要
）。
ま
た
、
便
利
で
安
心
・

安
全
な
口
座
振
替
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
南
河
内
府
税
事
務
所

　
　
　
　
　
（
☎
25
・
１
１
３
１
）

事
業
者
の
取
り
組
み
を

応
援
し
ま
す

■
金
融
支
援　

①
市
小
規
模
資
金
融
資
制
度

　

融
資
限
度
額
は
５
０
０
万
円
、

融
資
期
間
は
７
年
、
貸
付
利
率
は

１
・
０
％
で
す
。

②
信
用
保
証
料
補
助
制
度

　

①
の
制
度
や
府
の
一
部
の
融
資

を
受
け
た
事
業
者
に
対
し
、
支
払

わ
れ
た
信
用
保
証
料
の
半
額
を
補

助
し
ま
す
（
上
限
各
15
万
円
▽
信

用
保
証
料
一
括
支
払
い
後
、
６
か

月
以
内
の
申
請
が
必
要
）。

③
日
本
政
策
金
融
公
庫
融
資
利
子

補
給
制
度

　

１
月
以
降
に
日
本
政
策
金
融
公

庫
か
ら
一
部
の
融
資
を
受
け
た
市

内
事
業
者
に
対
し
、
支
払
い
利
息

の
半
額
を
補
助
し
ま
す
（
上
限
年

５
万
円
▽
３
年
間
）。

■
創
業
支
援

◎
河
内
長
野
創
業
セ
ミ
ナ
ー
や
個

別
相
談
の
実
施
に
よ
り
、
市
内
で

の
起
業
や
そ
の
後
の
経
営
に
必
要

な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
ま
す
。

◎
起
業
に
要
す
る
事
業
用
設
備
経

費
、広
告
宣
伝
費
の
２
分
の
１（
上

集
会
所
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る

自
治
会
な
ど
は
ご
相
談
を

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
の

た
め
、
自
治
会
や
町
会
な
ど
で
地

域
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
て

い
る
集
会
所
の
整
備
（
新
築
・
改

事業所 その他税金保険・年金

税
金

そ
の
他

保
険
・
年
金

本
市
に
高
速
道
路
を
整
備
し
て

利
便
性
を
高
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？

河内長野市長　島田智明

?
市
長
に

聞
き
ま
し
た

　

こ
れ
か
ら
の
本
市
に
と
っ
て

高
速
道
路
は
絶
対
に
必
要
な
イ

ン
フ
ラ
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
と

こ
ろ
河
内
長
野
周
辺
は
高
速
道

路
空
白
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
交
通
の
利
便
性
を
高
め

る
た
め
に
は
高
速
道
路
が
有
効

な
改
善
策
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
大
規
模
災
害
発
生
時
の
迅

速
な
対
応
、
例
え
ば
、
救
助
隊

の
移
動
や
救
援
物
資
の
運
搬
と

い
う
観
点
か
ら
も
改
善
は
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
改
善
に
向
け
て
、

河
内
長
野
周
辺
の
15
市
町
村
か

ら
な
る
大
阪
南
部
高
速
道
路

(

大だ
い

南な
ん

高こ
う)

事
業
化
促
進
協
議

会
が
設
立
さ
れ
、
私
も
会
長
と

し
て
大
阪
南
部
で
の
高
速
道
路

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

同
協
議
会
の
略
称
で
あ
る

「
大
南
高
」
に
は
、
楠
木
正
成

の
別
称
「
大
楠
公
」
と
同
音
に

加
え
、
大
阪
の
現
状
「
北
高
南

低
」
の
「
南
」
を
「
大
」
き
く

低
か
ら
「
高
」
へ
押
し
上
げ
る

と
い
う
願
い
も
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
高
速
道
路
は
、
交
通
の

利
便
性
を
高
め
る
だ
け
で
な

く
、
防
災
力
強
化
、
産
業
誘
致

や
観
光
振
興
の
た
め
に
も
本
市

に
と
っ
て
は
絶
対
に
必
要
な
イ

ン
フ
ラ
で
す
の
で
、
今
後
も
早

期
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
業
所

委員会名 委員長 副委員長
総務常任委員会 中村貴子 道端俊彦
都市環境・経済常任委員会 堀川和彦 大原一郎
福祉教育常任委員会 浦山宣之 丹羽　実
予算常任委員会 角野雄一 木ノ本寛
決算常任委員会 宮本　哲 中村貴子
地域経済活性化特別委員会 土井　昭 駄場中大介
交通対策特別委員会 堀川和彦 三島克則
議会運営委員会 大原一郎 駄場中大介
広報委員会 浦山宣之 土井　昭

修
・
耐
震
補
強
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
な
ど
）
に
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
中
に
整
備
を
予
定

し
て
い
る
場
合
は
、
９
月
末
ま
で

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
計

画
が
数
年
先
で
あ
っ
て
も
、
新
築

事
業
や
大
規
模
改
修
と
い
っ
た
多

額
の
費
用
を
要
す
る
事
業
を
予
定

さ
れ
て
い
る
場
合
は
事
前
に
自
治

協
働
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
自
治
協
働
課

桂 聖 議長三島 克則 副議長

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

本
紙
７
月
号
27
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
た
、フ
ォ
ト「
谷

口
さ
ん
が
文
部
科
学
大
臣
賞

を
受
賞
」
の
中
で
、
谷
口
さ

ん
の
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
谷
口
さ
ん
と
読
者
の

み
な
さ
ん
に
お
詫
び
し
、
訂

正
し
ま
す
。

（
誤
）
谷た

に

口ぐ
ち

愛あ
い

菜な

（
正
）
谷た

に

口ぐ
ち

愛あ
い

奈な

問
教
育
指
導
課

限
各
10
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
条
件
な
ど
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
を
。

問
産
業
観
光
課

河
内
長
野
創
業
セ
ミ
ナ
ー

　

創
業
の
支
援
制
度
を
受
け
る
た

め
の
必
修
講
座
で
、
市
の
補
助
金

な
ど
を
受
け
る
た
め
に
必
要
で
す
。

個
別
相
談
会
も
あ
り
ま
す
。

対
象　

創
業
を
目
指
す
人
や
創
業

に
興
味
の
あ
る
人
、
ま
た
は
創
業

間
も
な
い
人

と
き　

８
月
19
日
㈯
午
後
１
時
〜

５
時
、
８
月
26
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
30
分
▽
２
回
シ
リ
ー
ズ

※
８
月
26
日
㈯
正
午
〜
午
後
１
時

20
分
は
交
流
会
（
昼
食
代
が
別
途

必
要
）。

と
こ
ろ　

市
商
工
会
（
昭
栄
町
）

内
容　

経
営
・
財
務
・
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
・
人
材
戦
略
、
起
業
家
支

援
事
業
補
助
金
や
融
資
制
度
の
説

日
本
年
金
機
構
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

年
金
請
求
の
手
続
き
漏
れ
が
あ

り
ま
せ
ん
か
。
黄
色
の
封
筒
が
届

い
た
人
は
年
金
を
受
け
取
れ
ま
す
。

　

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
今
す

ぐ　
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」（
☎

０
５
７
０
・
05
・
１
１
６
５
）
で

予
約
の
う
え
、
で
き
る
だ
け
早
め

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
天
王
寺
年
金
事
務
所

（
☎
06
・
６
７
７
２
・
７
５
３
１
）

市
税
な
ど
は

納
期
限
ま
で
に
納
付
を

　

市
・
府
民
税
第
２
期
分
の
納
期

限
は
８
月
31
日
㈭
で
す
。
納
期
限

ま
で
に
、金
融
機
関
や
郵
便
局
、コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
納
付
額

30
万
円
ま
で
）
な
ど
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
（
手
数
料
不
要
）。
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は
、夜
間
・

休
日
を
問
わ
ず
納
付
で
き
ま
す
。

ま
た
、
安
全
・
簡
単
・
確
実
な
口

座
振
替
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
納
税
係

自
治
会

市
議
会
役
員
が
改
選

〜
正
・
副
議
長
な
ど
が
選
ば
れ
る
〜

　

６
月
の
市
議
会
定
例
会
で
正
・

副
議
長
を
は
じ
め
、委
員
会
の
正
・

副
委
員
長
な
ど
の
役
員
の
選
挙
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
会
派
無
所
属
の
桂か

つ
ら

聖ま
さ
と

氏（
60
歳
）、
副
議
長
に
は
公
明
党

の
三み

島し
ま

克か
つ

則の
り

氏
（
47
歳
）
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

桂
聖
氏
は
５
期
目
。
議
長
、
副

議
長
、
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
、

決
算
常
任
委
員
会
委
員
長
な
ど
を

歴
任
。
住
所
は
河
内
長
野
市
本
町

11
の
12
で
す
。

　

三
島
克
則
氏
は
２
期
目
。
監
査

委
員
、
予
算
常
任
委
員
会
委
員
長
、

総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
、
広
報

委
員
会
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。
住

所
は
河
内
長
野
市
高
向
８
３
８
の

１
で
す
。

　

ま
た
、
各
委
員
会
の
正
・
副
委

員
長
は
下
表
の
と
お
り
に
な
り
ま

し
た
。

問
議
会
総
務
課

明
会

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

随
時
同
会
へ

問
市
商
工
会（
☎
53
・
９
９
０
０
）

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

（
中
退
共
）
は
、
国
が
サ
ポ
ー
ト
す

る
中
小
企
業
の
た
め
の
退
職
金
制

度
で
す
。
制
度
内
容
な
ど
詳
し
く

は
中
退
共
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

（
☎
03
・
６
９
０
７
・
１
２
３
４
）

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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　７月８日、「社会を明るくする運動」強調月間に合わ
せ、市民集会がキックスで開催されました。第１部で
は東中学校吹奏楽部員による演奏で「咲き誇る花のよ
うに」を参加者全員で合唱しました。第２部ではハー
モニカ奏者で童話作家のもり・けんさんが「おじいち
ゃん おばあちゃんが先生役～童謡は日本の宝物～」を
テーマに講演。最後に再び東中学校吹奏楽部が曲を演
奏し、参加者らと一体となり会場を盛り上げました。

　6月 24日、キックスで、「トーク＆ソング子育て
せずにマゴ (孫 ) 育て」と題して、童謡コンシェルジ
ュの筒

つつ

井
い

幹
みき

夫
お

さんが講演しました。また、二胡グル
ープのシルクロードがゲストで登場し、様々な曲を
演奏しました。約 140人の聴衆は懐かしい童謡を一
緒に歌いながら、楽しい一時を過ごしました。

　６月29日、南花台公民館で「とびっきりおいしいアイ
スコーヒーを作ろう」が開催され、コーヒー店の店員指
導のもと実習を行いました。ポイントは最初にお湯を注
ぎ、少しの間待つ「蒸らす」工程。コーヒーとお湯がな
じみやすくなり、おいしい成分を引き出す大切な作業な
のだとか。また、抽出したコーヒーを氷で急冷すること
も大事とのこと。参加者たちは熱心にアイスコーヒー作
りに取り組んでいました。

　7月８日、寺ケ池公園プールで、プール開きが
ありました。この日の気温は33度。来場者は炎
天下の中プールに入り、気持ちよさそうに泳いで
いました。来場していた子どもたちは「冷たくて
気持ちいい」「スライダーが楽しい」と笑顔で話
していました。

夏だ！プールだ！遊ぼう！
寺ケ池公園プールオープン

犯罪のない地域社会を築くために
社会を明るくする運動市民集会

Photo new
s kaw

achinagano

笑顔あふれる駅前の一日
　　　　　　　　　　　　駅前子ども教室

　７月16日、ノバティながので駅前子ども教室が開
催。大阪大谷大学と共催イベントの手作り楽器教室
（写真上）や、パフェ作りを通した食育の教室（写真下）
が行われました。また、ダンスやスポーツチャンバラ
といった体を動かす教室なども実施され、多くの子ど
もたちが参加しました。子どもたちは保護者に自分の
作った作品やレシピを見せ、「また次回も参加したい」
「おいしかった。家でも作ろう」とうれしそうに報告
する姿が見られました。

深くてやわらかい香りの空間
とびっきりおいしいアイスコーヒーを作ろう

笑顔と歌に包まれる
男女共同参画週間講演会
＆第 26回おんなとおとこのワイワイあごら

まちの話題をお届けします
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談
コ
ー
ナ
ー
▽
昼
食
時
は
屋
台
村

を
開
催
し
ま
す

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
時
間
な
ど

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

�
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
か

み
ね（
☎
56
・
１
５
９
０
、�
56
・

１
５
９
２
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
入
門
課
程
）　

　
聴
覚
障
が
い
者
支
援
の
た
め
の

初
歩
的
な
手
話
技
術
を
学
び
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

で
市
の
登
録
手
話
通
訳
者
と
し
て

の
活
動
を
希
望
す
る
人

と
き　
10
月
６
日
〜
来
年
３
月
16

日
の
毎
週
金
曜
日
の
う
ち
20
回
▽

時
間
は
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
30
人
（
抽
選
）

教
材
費　
３
２
４
０
円

申
し
込
み　
障
が
い
福
祉
課
に
あ

る
申
込
書
で
８
月
31
日
ま
で
に
か

わ
ち
な
が
の
手
話
通
訳
・
要
約
筆

記
の
会
の
峯
野
さ
ん
へ
郵
送

�
同
会
の
峯
野
さ
ん

（
☎
０
７
２
・
３
６
７
・
７
１
４
０
）

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
と

障
が
い
者
週
間
ポ
ス
タ
ー
募
集

　
障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
の

心
の
ふ
れ
あ
い
体
験
を
つ
づ
っ
た

作
文
や
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
促

進
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
作
文
＝
小
学
生
以
上
、
ポ

ス
タ
ー
＝
小
中
学
生

規
格
な
ど　
作
文
＝
小
中
学
生
は

４
０
０
字
詰
め
縦
書
き
原
稿
用
紙

２
〜
４
枚
、
高
校
生
以
上
は
同
４

〜
６
枚
、
ポ
ス
タ
ー
＝
Ｂ
３
画
用

紙
ま
た
は
４
つ
切
り
サ
イ
ズ
画
用

紙
（
縦
長
）

申
し
込
み　
９
月
６
日
ま
で
に
府

障
が
い
福
祉
企
画
課
（
〒
540
ー
８

５
７
０
、
住
所
不
要
）
へ
（
郵
送

可
・
当
日
消
印
有
効
）
▽
作
文
は

点
字
、
電
子
メ
ー
ル
で
の
応
募
可

�
府
障
が
い
福
祉
企
画
課

（
☎
06
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
）

い
き
い
き
長
寿
作
品
展

出
展
作
品
を
募
集

対
象　
60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

と
き　
９
月
15
日
㈮
〜
17
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
（
17
日
は
午

前
中
の
み
）

と
こ
ろ　
福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

部
門　
書
、
画
、
写
真
、
彫
刻
、
工

芸
、
手
芸
、
生
花
な
ど

申
し
込
み　
８
月
25
日
〜
30
日
に

福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑
内
へ
（
電

話
不
可
▽
受
付
は
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
▽
１
人
１
点
ま
で
）

�
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

（
同
セ
ン
タ
ー
内
、☎
65
・
０
１
２
３
）

い
き
い
き
長
寿
福
祉
大
会

と
き　
９
月
２
日
㈯
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

内
容　
式
典
、
老
人
ク
ラ
ブ
員
に

よ
る
演
芸

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課

コ
グ
ニ
で
脳
力
ア
ッ
プ
教
室

　
認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ
る
コ

グ
ニ
サ
イ
ズ
を
と
り
い
れ
た
教
室

で
す
。
頭
を
使
い
な
が
ら
運
動
を

行
い
ま
す
。

対
象　
65
歳
以
上
の
市
民
で
、
も

の
忘
れ
な
ど
の
心
配
が
あ
る
人

と
き　
９
月
27
日
〜
12
月
13
日
の

毎
週
水
曜
日
▽
時
間
は
午
前
９
時

45
分
〜
11
時
45
分
▽
12
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　
三
日
市
市
民
ホ
ー
ル

定
員　
20
人
（
選
考
▽
初
参
加
者

の
み
▽
全
回
参
加
で
き
る
人
）

申
し
込
み　
８
月
10
日
ま
で
に
電

話
で
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課
へ

�
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課

も
の
忘
れ
相
談
会

　
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
脳
の
認
知
機

能
測
定
も
行
い
ま
す
。

と
き　
８
月
24
日
㈭
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分
（
相
談
は
一
人
45

分
程
度
）

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
８
月
７
日
か
ら
電
話

で
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課
へ

�
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課

元
気
ア
ッ
プ
フ
レ
ン
ズ

養
成
講
座

■
「
私
の
た
め
」
を
「
み
ん
な
の

た
め
」
に
つ
な
げ
ま
せ
ん
か

　
お
住
ま
い
の
地
域
な
ど
で
、
介

護
予
防
の
た
め
、
運
動
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

使
っ
た
体
操(

つ
ど
い
の
運
営)

や
、

実
技
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
し
て
い

た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し

ま
す
。

と
き　
９
月
19
日
〜
10
月
17
日
の

毎
週
火
曜
日
▽
時
間
は
午
前
９
時

45
分
〜
11
時
45
分
▽
５
回
シ
リ
ー

ズ定
員　
25
人
（
先
着
順
▽
全
回
出

席
で
き
る
人
）

申
し
込
み　
８
月
７
日
か
ら
電
話

で
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課
へ

�
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
か
み
ね
の
催
し

■
点
字
講
習
会

対
象　
①
市
内
在
住
の
小
学
４
年

生
〜
高
校
生
と
保
護
者
、
②
市
内

在
住
者

と
き　
①
８
月
23
日
㈬
、
②
９
月

６
日
㈬
、
10
月
４
日
㈬
、
11
月
１

日
㈬
▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１

時
〜
３
時

と
こ
ろ　
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
あ
か
み
ね

定
員　
①
５
組
、
②
５
人
▽
い
ず

れ
も
抽
選

申
し
込
み　
①
は
８
月
17
日
ま
で

に
、
②
は
８
月
31
日
ま
で
に
同
セ

ン
タ
ー
へ

■
第
12
回
さ
ぁ
秋
だ
！
み
ん
な
お

い
で
や

　
障
が
い
と
、
障
が
い
の
あ
る
人

へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

と
き　
９
月
３
日
㈰
午
前
11
時
〜

午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
あ
か
み
ね

内
容　
講
演
会
、
演
奏
会
、
障
が

い
体
験
、授
産
品
展
示
・
販
売
、相

市政と関連情報 モックル生活ガイド

地　区 墓地名 予定時間（午前）
原（無縁墓地） ６時 05分

三日市

喜多 ６時 20分

上田 ６時 30分

三日市 ６時 40分

片添 ６時 50分

天見 地蔵寺 ７時 05分

加賀田 東部 ７時 25分

高向・天野

日野 ７時 35分

滝畑 ７時 45分

下里 ８時 10分

高向 ８時 25分
長野・千代田・小山田 極楽寺 ８時 45分

川上

延命寺 ９時 15分

石見川 ９時 45分

小深 ９時 55分

太井 10時 10分

鳩原西端 10時 25分

鳩原東端 10時 35分

観心寺 10時 45分
河合寺 11時 00分

平和を祈念して黙とうを
■戦没者を追悼し平和を祈念する日
　８月15日㈫正午にサイレンを１分間鳴らします
ので、黙とうをお願いします。
※この日に東京の日本武道館で行われる全国戦没
者追悼式には、市遺族会から３人が出席します。
�いきいき高齢・福祉課
■原爆投下時刻には黙とうを
　原爆死没者のご冥福を祈り、世界の恒久平和を
願って、次の日時には１分間の黙とうをお願いし
ます。
◎広島原爆の日　８月６日㈰午前８時15分
◎長崎原爆の日　８月９日㈬午前11時２分
�人権推進課

戦没者墓地を巡拝
　恒久平和を祈念するため、８月13日㈰に左表の
予定で戦没者墓地を巡拝します。巡拝には市、市
議会、遺族会・社会福祉協議会の各代表者が参加
します。
�いきいき高齢・福祉課

平和は一人ひとりの願いから

障
が
い
者

高
齢
者

障がい者人権 高齢者

認知症について理解を深めよう

いきいき介護教室
■医師に聞いてみよう  認知症の
あれこれ
　普段疑問に思っていることや
薬のことなどを気軽に医師に聞
いてみませんか。交流会も行い
ます。
対象　家族の介護をしている市
内在住者
とき　８月８日㈫午後１時30分
～３時30分
ところ　市役所
申し込み・問い合わせ　
西 部 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー                       
　　　　　　　　（☎56-6600）

認知症サポーター養成講座
　認知症や、その対応方法を
学びます。
とき　８月29日㈫午後２時～３
時30分
ところ　南花台公民館
定員　20人（先着順）
申し込み　８月８日から同館へ
�南花台公民館（☎63-1131）

人権

モ
ッ
ク
ル
も
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
っ
た
よ
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子育て

子
ど
も
・
子
育
て
総
合

セ
ン
タ
ー
あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

①
ひ
と
り
親
家
庭
の
情
報
交
換
会　

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
で
育
児
中

ま
た
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
情
報

が
ほ
し
い
保
護
者
と
小
学
６
年
生

以
下
の
子
ど
も
（
保
護
者
の
み
の

参
加
も
可
）　

と
き　
８
月
27
日
㈰
午
前
10
時
30

分
〜
正
午　

※
当
日
直
接
会
場
へ
。 

②
親
世
代
と
同
居
マ
マ
の
交
流
会

対
象　
現
在
、
２
〜
３
世
帯
同
居

中
（
同
敷
地
内
の
居
住
も
含
む
）

で
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

親
楽
習
体
験

　
し
ゃ
べ
る
・
気
づ
く
・
共
に
育

つ
、
親
楽
習
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

と
き　
８
月
25
日
㈮
①
午
前
10
時

30
分
〜
、
②
午
前
11
時
30
分
〜
、

③
午
後
２
時
〜
▽
各
回
10
分
程
度

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
地
域
教
育
推
進
課

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
５
）

く
ま
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　
絵
本
や
手
遊
び
な
ど
で
楽
し
み

ま
す
。

対
象　
２
歳
６
か
月
〜
４
歳
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
８
月
17
日
㈭
、
９
月
21
日

㈭
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　
三
日
市
公
民
館

定
員　
各
10
組
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
各
月
の
５
日
か
ら
同

館
へ

�
三
日
市
公
民
館

　
　
　
　
　
（
☎
62
・
６
１
５
５
）

者
（
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）　

と
き　
８
月
28
日
㈪
午
前
10
時
30

分
〜
正
午　

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

③
プ
ラ
レ
ー
ル
大
好
き
っ
子
集
ま

れ
！

　
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
プ
ラ
レ

ー
ル
を
自
由
に
つ
な
げ
て
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

と
き　
８
月
17
日
㈭
午
前
10
時
〜

午
後
３
時　

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

公
民
館
の
お
は
な
し
会
　

　
児
童
を
対
象
と
し
た
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
手
遊
び
な
ど
を
し
ま

す
。

と
き
・
と
こ
ろ　
８
月
12
日
㈯
午

後
２
時
〜
＝
南
花
台
公
民
館
、
８

月
19
日
㈯
・
９
月
16
日
㈯
午
後
３

時
〜
＝
千
代
田
公
民
館
▽
い
ず
れ

も
30
分
程
度

定
員　
各
30
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
南
花
台
公
民
館
（
☎
63
・
１
１

３
１
）、
千
代
田
公
民
館
（
☎
55
・

１
１
２
５
）

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

　
乳
幼
児
と
わ
ら
べ
歌
や
手
遊
び
、

絵
本
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

対
象　
１
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者　

と
き　
９
月
21
日
㈭
（
８
月
は
休

み
）
午
前
10
時
20
分
〜
11
時
（
１

歳
児
向
け
）、午
前
11
時
20
分
〜
正

午
（
２
歳
児
向
け
）　

と
こ
ろ　
図
書
館　

定
員　
各
10
組
（
先
着
順
）　

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

④ 

ね
ず
み
ち
ゃ
ん
の
お
話
し
会

　
親
子
の
た
め
の
わ
ら
べ
う
た
や

絵
本
を
紹
介
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
１

歳
６
か
月
〜
２
歳
６
か
月
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者　

と
き　
８
月
24
日
㈭
午
前
10
時
30

分
〜
11
時　

定
員　
10
組
（
抽
選
）

⑤ 

子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
セ
ミ
ナ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
1
、
2

年
生
、
就
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ

保
護
者　

と
き　
９
月
７
日
㈭
午
前
10
時
30

分
〜
正
午　

定
員　
20
人
（
抽
選
）
▽
就
学
前

の
子
ど
も
の
一
時
保
育
あ
り
（
定

員
10
人
）

⑥ 

親
子
の
絆
作
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
赤
ち
ゃ
ん
が
来
た
！
」

　
第
１
子
を
育
児
中
の
母
親
同
士

で
情
報
交
換
や
仲
間
作
り
を
行
い

ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
平
成
29
年
４

月
２
日
〜
６
月
21
日
生
ま
れ
の
第

１
子
と
そ
の
保
護
者　

と
き　
８
月
21
日
㈪・28
日
㈪
、
９

月
４
日
㈪
・
11
日
㈪
午
後
１
時
〜

３
時
（
４
回
シ
リ
ー
ズ
）

④
～
⑥
の
申
し
込
み　
は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
子
の
生
年
月
日
、
性
別
、

第
何
子
か
、住
所
、電
話
番
号
、子

育
て
で
気
に
な
る
こ
と
と
催
し
名

を
記
入
し
て
８
月
13
日
（
必
着
）

ま
で
に
あ
い
っ
く
（
〒
586
ー
０
０

１
５
本
町
24
の
１
）
へ

■
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
か
ら
の
申
し

込
み
（
７
月
31
日
か
ら
）

Ｐ
Ｃ
サ
イ
トhttp://k-kira.jp

携
帯
サ
イ
トhttp://k-kira.jp/m

※
携
帯
サ
イ
ト
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
（
下
図
）
か
ら
。

�
あ
い
っ
く

（
☎
50
・
４
６
６
４
、
�
50・４
６
６
５
）

子
育
て

児
童
扶
養
手
当

■
現
況
届
の
提
出
を

　
現
況
届
は
、
引
き
続
き
認
定
を

受
け
る
た
め
に
必
要
で
す
。

提
出
期
間　
８
月
１
日
㈫
〜
31
日

㈭※
該
当
者
に
は
案
内
文
書
を
送
付

▽
届
け
出
が
な
い
と
８
月
分
以
降

の
手
当
が
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま

す
▽
所
得
制
限
に
よ
り
支
給
を
制

限
・
停
止
さ
れ
て
い
る
人
も
提
出

し
な
い
と
受
給
資
格
が
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
受
給
資
格
者
は

　
離
婚
な
ど
に
よ
り
父
親
も
し
く

は
母
親
が
い
な
い
、
ま
た
は
父
親

も
し
く
は
母
親
が
重
度
の
障
が
い

者
で
あ
る
世
帯
な
ど
で
18
歳
未
満

（
18
歳
に
到
達
し
た
日
の
年
度
末
ま

で
▽
児
童
に
政
令
で
定
め
る
障
が

い
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）
の

児
童
を
監
督
保
護
し
て
い
る
人
が

対
象
で
す
。

※
対
象
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に

入
所
し
て
い
る
と
き
な
ど
を
除
く

▽
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
受
給
者
や
児
童
が
公
的
年
金
を

受
給
で
き
る
場
合
に
、
そ
の
年
金

額
が
児
童
扶
養
手
当
額
に
満
た
な

い
場
合
は
、
そ
の
差
額
を
受
け
取

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

�
子
ど
も
子
育
て
課

特
別
児
童
扶
養
手
当

■
所
得
状
況
届
の
提
出
を

　
所
得
状
況
届
は
、
引
き
続
き
認

定
を
受
け
る
た
め
に
必
要
で
す
。

提
出
期
間　
８
月
10
日
㈭
〜
９
月

11
日
㈪

※
該
当
者
に
は
案
内
文
書
を
送
付

▽
届
け
出
が
な
い
と
８
月
分
以
降

の
手
当
が
支
給
さ
れ
な
く
な
り

ま
す
。

■
受
給
の
対
象
と
な
る
人
は

　
20
歳
未
満
で
、
精
神
（
発
達
障

が
い
な
ど
含
む
）
ま
た
は
身
体
に

重
度
・
中
度
の
障
が
い
の
あ
る
児

童
を
監
護
し
て
い
る
父
母
ま
た
は

養
育
者
が
対
象
で
す
。

※
対
象
児
童
が
障
が
い
を
支
給
事

由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
き
や
児
童
福
祉
施

設
に
入
所
し
て
い
る
と
き
な
ど
を

除
く
▽
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

�
子
ど
も
子
育
て
課

　落ち着きがない、何度言ってもわからな
い、叱ってばかりなど、悩んでしまうこと
はありませんか？子どもの行動を理解し、適
切な対応方法を学ぶことで、より良い親子
関係作りをめざすプログラムです。
対象　市内在住の年中、年長児の子どもの
保護者（保護者のみの参加）
とき　９月27日㈬、10月４日㈬・11日㈬・
18日㈬・25日㈬午前10時30分～正午（５
回シリーズ）
ところ　あいっく（ノバティながの北館内）　
定員　８人（抽選▷初回参加者優先▷きょ
うだいの保育あり）　
申し込み　８月18日までに電話であいっく相
談ゾーンへ（受付は土日祝日を除く午前10時
から）▷キラキラねっとからも申し込み可
（７月31日～８月13日まで）
�あいっく相談ゾーン（☎50-4671）

ぺアレントトレーニング参加者募集

市政と関連情報 モックル生活ガイド

※この他にも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催して
います。詳しくはあいっく (☎ 50-4664) へ問い合わせを。

★ 地域の子育て つどいの広場★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流した
りする場所です。会場や時間、内容など詳しくは問い合わせを。

◉つどいの広場
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
　三日市
☎63-7242

毎週火・木・金曜日と8月7日㈪・21日㈪午前
10時～午後３時30分▷8 月18日㈮は「みん
なでストレッチ体操！」（午前11時～）21日㈪は
「けいこ先生のリズム遊び」（午前11時30分～）
をします。▷８月11日㈷～１６日㈬はお盆休み

②ほのぼのルーム
　大矢船
☎62-3501

毎週月・水・木曜日午前10時～午後３時
８月21日㈪は「手形足型アートで遊ぼう」
をします（午前11時～正午）。

◉子育てわいわいルーム
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 8月 9日㈬ ☎ 62-6155
千代田公民館 8月 18日㈮ ☎ 55-1125
南花台公民館 8月 23日㈬ ☎ 63-1131
※時間は午前 10時 30分～正午▷駐車場には限りがあります。
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シリーズ人権 連 載

夏の風物詩 第2 0 回

KAORU
KUSUNOKI

楠木 薫

花
も
美
し
い
月
も
美
し
い

そ
れ
に

が
美
し
い

　　　女性のライフステージと健康
　～男女共同参画推進講座・女性就労支援講座～
■知っておきたいからだのリズム～心と身体のセルフケア～
　女性が継続して健康的な職業人生を送ることができるよ
う、女性ホルモンの変化と健康、女性特有の症状や病気の知
識、ストレスやその対処法、仕事との両立についての情報な
どを提供します。
対象　おおむね 20～ 50代の女性
とき　９月２日㈯午後１時 30分～３時 30分
ところ　あいっく
定員　20人（先着順）
※１歳～就学前の子どもの一時保育あり（定員 10人▷先着
順）
申し込み　８月７日から電話で男女共同参画センターへ▷市
ホームページからも可
�男女共同参画センター（キックス内、☎ 54-0003）

　
今
年
も
暑
い
季
節
を
迎
え
ま
し

た
。
先
月
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
場
所

で
夜
店
が
出
て
い
ま
す
。
声
弾
ま

せ
な
が
ら
歩
く
親
子
や
若
者
な
ど

の
姿
を
多
く
見
か
け
ま
す
。
各
地

で
催
さ
れ
る
花
火
大
会
で
は
、
ド

ー
ン
と
い
う
音
と
と
も
に
心
躍
る

鮮
や
か
な
形
の
花
火
が
夜
空
を
背

景
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他

に
も
い
ろ
い
ろ
と
楽
し
そ
う
な
イ

ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
昔
か
ら
夏
の
行
事
と

し
て
、
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
私
の
幼
い
頃
の
風
物
詩
で
す
が

夕
食
を
済
ま
せ
た
時
刻
に
な
る
と

家
の
前
で
浴
衣
姿
な
ど
の
大
人
た

ち
が
蚊
取
り
線
香
を
た
き
、
う
ち

わ
を
あ
お
ぎ
、
風
鈴
の
涼
し
げ
な

音
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
、
時
に
は
ス
イ
カ

を
ほ
お
ば
り
な
が
ら
、
縁
台
で
将

棋
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
場
所

を
中
心
に
横
か
ら
「
こ
こ
は
こ
う

し
た
方
が
…
」「
そ
こ
は
、
違
う
」

な
ど
賑
や
か
な
大
人
や
子
ど
も
た

ち
の
応
援
団
が
集
ま
り
ま
す
。
気

が
つ
く
と
多
く
の
人
の
賑
や
か
な

声
が
飛
び
交
い
、
楽
し
い
時
間
と

光
景
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
は
大
人
た
ち
か
ら
将

棋
だ
け
で
な
く
生
活
の
中
で
大
切

に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
を

聞
か
せ
て
も
ら
い
、
ゆ
っ
く
り
成

長
し
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
今
、
思
い
返
せ
ば
「
当
時
の
ゆ

っ
た
り
と
流
れ
る
時
間
の
中
で
同

じ
空
間
で
、
人
が
人
と
触
れ
合
い

過
ご
す
」
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ

ま
す
。
そ
こ
に
は
、
何
気
な
い
会

話
の
中
に
人
を
包
み
込
む
温
か
さ

や
大
人
か
ら
子
ど
も
へ
の
優
し
い

言
葉
が
け
で
子
ど
も
の
心
が
豊
か

に
な
り
、
な
ん
と
な
く
お
互
い
が

分
か
り
あ
え
る
貴
重
な
思
い
出

（
経
験
）
が
、
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た

時
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
今
は
生
活
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く

変
わ
り
当
時
の
よ
う
な
景
色
を
町

中
で
見
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
社
会
の
あ
り
よ
う

が
大
き
く
変
化
し
、
慌
た
だ
し
く

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
進
み
そ
う
な

時
代
で
す
。
し
か
し
、
あ
の
当
時

の 

“
心
穏
や
か
に
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
間
や
空
間
を
共
有
す
る
こ

と
”
を
何
処
か
で
見
つ
け
、
こ
れ

か
ら
も
“
人
と
人
の
触
れ
あ
い
”

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

市政と関連情報 モックル生活ガイドその他

　
本
年
４
月
に
、
南
花
台
と
そ
の
周
辺
の
事

業
者
を
会
員
と
す
る
「
咲
っ
く
南
花
台
事
業

者
の
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
ま
た
、
南
花

台
西
小
学
校
跡
地
を
活
用
し
て
、
新
た
に
錦

秀
会
看
護
専
門
学
校
が
開
校
し
、
新
た
に
公

民
学
の
連
携
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
南
花
台
の
周
辺
地
域
と
の
交
流
や

連
携
を
深
め
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　
看
護
師
や
助
産
師
、介
護
福
祉
士
な
ど
、専

門
的
な
知
識
を
持
つ
地
域
住
民
が
「
ま
ち
の

保
健
室
」
を
立
ち
上
げ
、
健
康
面
で
の
悩
み

な
ど
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
と
し
て
、健

康
相
談
会
や
カ
フ
ェ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
多
世
代
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
健
康

的
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、「
咲
っ
く
南
花

台
健
康
ク
ラ
ブ
」
を
立
ち
上
げ
、
住
民

一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
や
仲
間
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
健
康
講
座
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
は
じ

め
と
し
た
自
主
的
な
活
動
が
起
こ
っ
て

お
り
、
健
康
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
も
地
域

住
民
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
ー
パ
ー
（
コ
ノ
ミ
ヤ
）
で
購
入
し
た
商
品
を
、
自

宅
の
玄
関
先
ま
で
一
緒
に
歩
い
て
お
届
け
す
る
取
り

組
み
で
す
。
昨
年
12
月
に
、
社
会
実
験
と
し
て
開
始

し
、
現
在
も
月
・
木
曜
日
の
午
前
中
に
継
続
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
大
き
い
商
品
や
重
い
も
の
を
持
ち
帰
る
の
が
大
変

な
時
な
ど
に
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
タ
ッ

フ
と
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
支
援
を
受
け
ら
れ
る
と

い
う
点
も
好
評
で
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
作
り
に

も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

▲

健
康
仲
間
づ
く
り
で
、
心
も
体
も
元
気
に
！

▲お届けする道中では、自然
と会話も弾みます

２　
咲
っ
く
南
花
台
健
康
ク
ラ
ブ

３　
ま
ち
の
保
健
室

４　
新
た
な
連
携
に
つ
い
て

１　
買
物
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

南
花
台
ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン
グ
事
業
の

取
組
み
を
紹
介
し
ま
す

　
市
で
は
、
第
５
次
総
合
計
画
に
お
い
て
、
南
花
台
を
「
丘
の
生
活
拠
点
」
と

位
置
付
け
て
、「
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、
安
心
し
て
、
生
き
が
い
を
持
ち
、
元
気

に
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
地
域
の
人
が
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
い
く
つ
か
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
政
策
企
画
課

▲

ス
タ
ッ
フ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
を
活

か
し
て
相
談
に
応
じ
ま
す
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お
知
ら
せ

市
長
と
の
お
し
ゃ
べ
り
集
会

　

小
学
校
区
ご
と
に
開
催
し
、
市

長
と
の
直
接
対
話
を
行
い
ま
す
。

８
月
31
日
ま
で
の
開
催
は
次
の
と

お
り
で
す
（
他
校
区
も
順
次
お
知

ら
せ
し
ま
す
）。

①
長
野
小
学
校
区　

８
月
10
日
㈭

＝
キ
ッ
ク
ス
３
階

②
千
代
田
小
学
校
区　

８
月
30
日

㈬
＝
千
代
田
公
民
館

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
時
間
は
い

ず
れ
も
午
後
７
時
〜
８
時
。

定
員　

各
50
人
（
定
員
を
超
え
る

場
合
、
入
場
制
限
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
）
▽
会
場
に
よ
り
駐
車
台

講
演
・
講
座

多
文
化
の
部
屋

■
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
の
達
人
１
０

０
か
国
の
旅

　

バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
な
ら
で
は
の

旅
の
楽
し
み
な
ど
を
美
し
い
写
真

と
共
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

と
き　
８
月
20
日
㈰
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

■
中
国
の
お
話
し

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
訳
な
ど
で
活

躍
し
て
い
る
中
国
出
身
ゲ
ス
ト
と

お
し
ゃ
べ
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

９
月
６
日
㈬
午
後
２
時
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

い
ず
れ
も
８
月
５
日

か
ら
電
話
で
国
際
交
流
協
会
へ

問
国
際
交
流
協
会

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
２
）

「
生
き
る
っ
て
素
晴
ら
し
い
!!
」

を
実
感
で
き
る

綴
り
方
講
座

と
き　

８
月
23
日
㈬
、
９
月
13
日

㈬
・
27
日
㈬
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
（
①
キ
ッ

ク
ス
の
駐
車
場
は
入
庫
後
２
時
間

ま
で
無
料
）
▽
集
会
時
に
い
た
だ

い
た
ご
意
見
な
ど
へ
の
事
後
回
答

は
行
い
ま
せ
ん
。

問
広
報
広
聴
課

都
市
計
画
の
公
聴
会

　

府
で
は
、
南
部
大
阪
都
市
計
画

都
市
再
開
発
の
方
針
、
南
部
大
阪

都
市
計
画
住
宅
市
街
地
の
開
発
整

備
の
方
針
の
各
変
更
案
の
作
成
に

あ
た
り
公
聴
会
（
説
明
会
で
は
あ

り
ま
せ
ん
）
を
開
催
し
ま
す
。
案

の
概
要
は
、
８
月
７
日
〜
21
日
に

都
市
創
生
課
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

と
き　

８
月
30
日
㈬
午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　

大
阪
府
庁
別
館
（
大
阪

市
中
央
区
）

申
し
込
み　

公
述
希
望
者
は
都
市

創
生
課
に
あ
る
公
述
申
出
書
を
、傍

聴
希
望
者
は
は
が
き
か
電
子
メ
ー
ル

（keikakusuishin@
sbox.pref

.osaka.lg.jp

）に
住
所
、氏
名
、電

と
こ
ろ　

千
代
田
公
民
館

定
員　

各
10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

各
３
０
０
円

申
し
込
み　
８
月
５
日
か
ら
電
話
で

ア
イ
・
マ
イ
・
ミ
ー
の
重
里
さ
ん
へ

問
重
里
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
５
９

６
０
・
５
７
３
９
）

は
じ
め
て
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
セ
ミ
ナ
ー

対
象　

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
資

格
が
あ
り
両
日
参
加
で
き
る
人

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

と
き　

８
月
25
日
㈮
・
30
日
㈬
午

後
１
時
〜
３
時
▽
２
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

定
員　

24
人
（
抽
選
）

申
し
込
み　

８
月
５
日
〜
15
日
に

同
セ
ン
タ
ー
へ
▽
電
話
不
可
▽
受

付
は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
月

曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

問
福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

（
☎
65
・
０
１
２
３
）

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

内
容　

森
林
の
基
礎
知
識
に
関
す

る
講
義
や
間
伐
な
ど
の
作
業
実
習

対
象　

20
歳
以
上
の
人

と
き　
８
月
26
日
、
９
月
９
日
・
23

日
、
10
月
14
日
・
28
日
、
11
月
11

話
番
号
を
記
入
し
て
８
月
21
日
（
必

着
）
ま
で
に
府
計
画
推
進
課
（
〒
540

ー
８
５
７
０
、
住
所
不
要
）
へ

問
府
計
画
推
進
課

（
☎
06
・
６
９
４
４
・
６
７
７
６
）

歴
史
的
音
源
が
聞
け
ま
す

　

図
書
館
の
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
端
末
で
は
、
国
立
国
会
図

書
館
が
配
信
す
る
戦
前
か
ら
戦
後

に
か
け
て
の
音
楽
な
ど
が
聞
け
ま

す
。
ま
た
、
法
情
報
、
新
聞
記
事

や
官
報
な
ど
も
検
索
で
き
ま
す
。

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

日
の
各
土
曜
日
（
６
回
シ
リ
ー
ズ
）

と
こ
ろ　

岩
湧
の
森
四
季
彩
館
な
ど

定
員　

30
人
（
抽
選
）

参
加
費　

３
０
０
０
円

申
し
込
み　

は
が
き
に
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
と
講
座
名
を
記
入
し
て

８
月
14
日
（
必
着
）
ま
で
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ト
モ

ロ
ス
養
成
講
座
係
（
〒
586
ー
０
０

２
５
昭
栄
町
８
の
12
、
る
ー
ぷ
ら

ざ
内
）
へ
▽
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ

ー
ル
（fva@

tm
olus.jp

）
で
も

申
し
込
み
可
。

問
ト
モ
ロ
ス
事
務
局（
☎
０
８
０
・

４
４
９
７
・
５
３
４
２
、
℻
０
５

０
・
３
７
３
０
・
９
５
１
９
）

国
際
料
理
教
室

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
編

と
き　

９
月
２
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
２
時

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

会
員
１
０
０
０
円
、
非

会
員
１
５
０
０
円

申
し
込
み　

８
月
５
日
か
ら
電
話

で
国
際
交
流
協
会
へ

問
国
際
交
流
協
会

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
２
）

自
分
ら
し
い
生
き
方
・
働
き
方

セ
ミ
ナ
ー
〜
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
！
〜

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
お
お

む
ね
50
歳
以
上

と
き
・
内
容　

①
９
月
５
日
㈫
＝

退
職
後
・
高
齢
期
の
お
金
の
話
、②

９
月
19
日
㈫
＝
シ
ニ
ア
か
ら
始
め

る
起
業
入
門
▽
時
間
は
い
ず
れ
も

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

30
人
（
先
着
順
▽
①
②
と

も
に
参
加
で
き
る
人
）

申
し
込
み　

８
月
８
日
か
ら
電
話

で
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課
へ

問
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課

く
ろ
ま
ろ
塾
医
療
連
携
講
座

　

大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー
の
上う

え

島じ
ま

成し
げ

也や

さ
ん
が「
人
に
は
聞
け
な
い
お

し
っ
こ
の
お
話
」を
テ
ー
マ
に
講
演
。

と
き　

９
月
７
日
㈭
午
後
２
時
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

２
８
０
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

８
月
５
日
か
ら
電
話

で
く
ろ
ま
ろ
塾
事
務
局
へ
▽
キ
ッ
ク

ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
申
し
込
み
可

問
く
ろ
ま
ろ
塾
事
務
局

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
１
）

お
知
ら
せ

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
座

◆
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金（
６
月
分
）

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◎
人
数　

２
３
７
人（
２
４
６
件
）

◎
金
額　

３
１
３
万
６
千
円

携帯アプリで広報紙が読めます

緑
化
樹
を
無
料
配
布

　

府
で
は
、
学
校
や
工
場
、
集
会

所
な
ど
に
緑
を
増
や
そ
う
と
考
え

て
い
る
団
体
に
緑
化
樹
を
無
料
で

配
布
し
ま
す
。

対
象　

自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

種
類　

キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、
ヤ
マ
モ

モ
な
ど
の
高
木
（
11
種
類
）

配
布
時
期　

来
年
３
月
ご
ろ

申
し
込
み　

８
月
31
日
ま
で
に
公

園
河
川
課
へ

※
植
え
付
け
や
管
理
は
申
請
団
体

で
▽
１
箇
所
に
つ
き
10
本
以
上
の

※アプリの使用は無料ですが
通信費は回線ごとの負担とな
ります▷広告が表示されます
が市とは関係ありません。

申
請
が
必
要
▽
本
数
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
。

問
公
園
河
川
課

献
血
に
ご
協
力
を

対
象　

18
〜
64
歳
で
体
重
が
50
㌔

以
上
の
人
（
男
性
は
17
歳
か
ら
可

▽
60
〜
64
歳
で
経
験
の
あ
る
人
は

69
歳
ま
で
可
）

と
き　

９
月
12
日
㈫
午
前
10
時
〜

正
午
と
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ワ
河
内
長
野
店

■
薬
局
で
献
血
の
相
談
を

　

左
図
の
マ
ー
ク
が
掲
示
さ
れ
て

い
る
「
献
血
サ
ポ
ー
ト
薬
局
」
で

は
、
献
血
に
対
す
る
正
し
い
知
識

や
食
生
活
に
つ
い
て
の
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
献
血
に
興
味
は

あ
る
け
ど
、
今
一
歩
踏
み
出
せ
な

い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
65
・
０
１
３
３
）※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

水

1-17-11

ス
ポ
ー
ツ

募　

集

相　

談

展
示
・
催
し

講
演
・
講
座

お
知
ら
せ

　市では、株式会社ホープが運営する行政情報
アプリ「マチイロ」に参加しました。
　スマートフォンやタブレットなどのモバイル
端末に専用アプリをダウンロードすれば、「広報
かわちながの」などが読めます。
問広報広聴課

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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夏
バ
テ
の
体
調
を
整
え
て

食
欲
の
秋
に
備
え
よ
う

■
イ
タ
リ
ア
ン
な
メ
ニ
ュ
ー
で
夏

バ
テ
し
た
体
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す

る
た
め
の
座
学
と
調
理
実
習

と
き　

９
月
15
日
㈮
午
前
10
時
〜

午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

河
内
長
野
ガ
ス
㈱
（
昭

栄
町
）

定
員　

18
人
（
抽
選
）

参
加
費　

１
５
０
０
円

申
し
込
み　

は
が
き
に
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
、
催
し
名
を
記
入
し
て
８
月
24

日
ま
で
に
同
社
（
〒
586
ー
０
０
２
５

昭
栄
町
14
の
31
）
へ
必
着
▽
窓
口

（
水
曜
日
と
８
月
13
〜
16
日
を
除

く
）・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
申
し
込
み

も
可
▽
当
選
者
の
み
は
が
き
で
通
知

問
河
内
長
野
ガ
ス

（
☎
０
１
２
・
０
５
３
・
０
０
１
２
）

く
ろ
ま
ろ
塾

大
学
連
携
講
座

　

大
阪
千
代
田
短
期
大
学
の
協
力

で
、
学
生
も
交
え
て
、
地
域
の
福

祉
活
動
の
あ
り
方
を
考
え
ま
す
。

と
き　

①
９
月
29
日
㈮
、
②
10
月

６
日
㈮
・
③
20
日
㈮
、
④
11
月
10

日
㈮
・
⑤
17
日
㈮
、
⑥
12
月
22
日

㈮
、
⑦
１
月
12
日
㈮
、
⑧
２
月
４

日
㈰
▽
時
間
は
午
後
３
時
〜
４
時

30
分
（
⑧
は
午
後
１
時
30
分
〜
４

時
30
分
予
定
）
▽
８
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

大
阪
千
代
田
短
期
大
学

（
⑧
は
キ
ッ
ク
ス
）

内
容　

①
地
域
支
援
と
は
、
②
③

地
域
課
題
の
分
析
、
④
〜
⑧
地
域

課
題
解
決
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
の
検
討
、

実
践
、
結
果
報
告

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
０
０
０
円

申
し
込
み　

８
月
５
日
か
ら
電
話

で
く
ろ
ま
ろ
塾
事
務
局
へ
▽
キ
ッ
ク

ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
申
し
込
み
可

問
く
ろ
ま
ろ
塾
事
務
局

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
１
）

展
示
・
催
し

市
指
定
文
化
財

「
旧
三
日
市
交
番
」
常
設
展
示

　　

高
野
街
道
を
は
じ
め
、
中
世
の
三

日
市
周
辺
の
歴
史
・
文
化
財
を
パ
ネ

ル
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

と
き　

８
月
５
日
㈯
〜
11
月
26
日

㈰
の
土
・
日
・
祝
休
日
▽
時
間
は

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

旧
三
日
市
交
番

問
ふ
る
さ
と
文
化
財
課

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト

ミ
ス
テ
リ
ー
」

と
き　

８
月
５
日
㈯
①
午
後
２
時

〜
、
②
午
後
６
時
〜
、
８
月
６
日
㈰

①
午
前
11
時
〜
、
②
午
後
３
時
〜

と
こ
ろ　

ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

入
場
料　

お
と
な
＝
２
５
０
０
円
、

こ
ど
も
＝
２
０
０
０
円
▽
Ｌ
会
員

は
各
５
０
０
円
の
割
引
あ
り

※
本
公
演
は
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
助
成
を

受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

中
高
生
の
た
め
の

考
古
学
・
古
文
書
入
門
講
座

　

河
内
長
野
の
歴
史
、
考
古
学
や

古
文
書
の
楽
し
さ
、
進
路
選
択
の

お
話
。
地
下
書
庫
も
見
学
し
ま
す
。

対
象　

中
高
生（
保
護
者
同
伴
可
）

と
き　
８
月
11
日
㈷
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

８
月
５
日
９
時
30
分

か
ら
電
話
か
電
子
メ
ー
ル（tosho

-kouza@
city.kaw

achinaga
no.lg.jp

▽
住
所
、
氏
名
、
学
年
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
催
し
名
を
記

入
）
で
図
書
館
へ

問
図
書
館
（
☎
52
・
４
３
８
４
）

花
の
文
化
園
の
催
し

■
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン

　

芝
生
広
場
で
水
遊
び
が
で
き
ま

す
。
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
、
ミ
ス
ト

ド
ー
ム
、
水
鉄
砲
の
的
当
て
な
ど
。

と
き　

８
月
27
日
㈰
ま
で
毎
日

と
こ
ろ　

芝
生
広
場

※
濡
れ
て
も
よ
い
服
装
で
▽
天
候

に
よ
り
中
止
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
不
思
議
植
物
展

　

食
虫
植
物
や
多
肉
植
物
な
ど
植

物
の
不
思
議
な
生
態
を
紹
介
。

と
き　

８
月
８
日
㈫
〜
20
日
㈰

※
13
日
㈰
・
20
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
に
、
食
虫
植
物
教
室
を

開
催
（
有
料
・
要
予
約
）
し
ま
す
。

■
キ
ッ
ズ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

20
種
類
以
上
の
色
々
な
手
作
り

体
験
教
室
を
週
末
開
催
中
。

■
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
シ
ネ
マ

　

夜
の
芝
生
広
場
に
ス
ク
リ
ー
ン

を
設
置
し
て
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

と
き
・
内
容　

８
月
６
日
㈰
＝
ス

タ
ン
ド
・
バ
イ
・
ミ
ー
、
８
月
19

日
㈯
＝
ア
マ
ゾ
ン
大
冒
険
、
８
月

26
日
㈯
＝
ビ
ッ
グ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
▽

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
30
分

〜
（
開
場
は
午
後
６
時
▽
上
映
時

間
は
約
２
時
間
▽
雨
天
順
延
）

料
金　

大
人
（
高
校
生
以
上
）
＝

１
２
０
０
円
、
子
ど
も
＝
８
０
０

円
（
３
歳
未
満
無
料
）

申
し
込
み　
「
こ
く
ち

ー
ず
」
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
予
約
を
。

※
入
園
料
不
要
（
鑑
賞
料
の
み
）

18
時
以
降
は
映
画
観
賞
の
み
の
開

園
▽
席
は
当
日
先
着
順
▽
詳
細
は

花
の
文
化
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

問
花
の
文
化
園（
☎
63
・
８
７
３
９
）

ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
館
の
教
室

■
藍
の
生
葉
で
染
め
る
シ
ル
ク
ス

ト
ー
ル

　

手
軽
な
藍
染
で
、
さ
わ
や
か
な

水
色
に
染
め
ま
す
。

と
き　

８
月
10
日
㈭
・
27
日
㈰
午

前
10
時
〜
正
午

定
員　

各
10
人
（
先
着
順
）

材
料
費　

２
３
０
０
円

申
し
込
み　

８
月
５
日
か
ら
電
話

で
同
館
へ

■
埴
輪
の
ペ
ン
立
て
づ
く
り

　

古
墳
時
代
の
円
筒
埴
輪
か

靫ゆ
ぎ

形が
た

埴
輪
の
ペ
ン
立
て
を
粘
土
で

作
り
ま
す
。

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

K Kiz

公民館 教室名 とき 定員
（先着順）

申込開始日
（電話で受付）

天野公民館
（☎55 -6191）

自宅で簡単リラクゼーション体操
～体・息・心をととのえる！～

８月31日㈭
午前10時～11時30分 15名 ８月４日～

「詩吟Ｂ秀咏（詩吟）」一日体験教室 ９月６日㈬
午後７時～９時 ５名 ８月４日～

親子ふれあい体操
～親子遊びで心と体をはぐくむ～

９月９日㈯
午前10時～11時 10組 ８月４日～

天見公民館
（☎63-4074）

「天見グリーンエコーズ」（女声コーラス）
一日体験講座

９月５日㈫
午前10時～11時半 10名 ８月15日～

加賀田公民館
（☎62 -2116）

「心のバリアフリー」
～中途で障がいを持たれた方のお話～

８月29日㈫
午後２時～午後３時30分 16名 ８月５日～

「パパ・ママのイライラしない子育て」
子育て楽育講座　※一時保育あり

９月６日㈬
午前10時～11時30分 20名 ８月８日～

「元気なカラダは
バランスのよい食生活から」

９月13日㈬
午後２時～３時 20名 ８月９日～

川上公民館
（☎65 -1612） 「川上ダンス」社交ダンス一日体験講座 ９月２日㈯

午前10時～正午 15名 ８月６日～

高向公民館
（☎54-4548）

知って得する認知症予防講座
～いつまでもこころ豊かで、この街で～

９月２日㈯　
午前10時～11時30分 30名 ８月４日～

千代田公民館
（☎55 -1125） 悪質商法の手口とその対処方法について ８月27日㈰　

午後１時～２時30分 100名 当日受付

南花台公民館
（☎63 -1131）

「英会話サークル（英会話・中級）」
一日体験講座

９月１日㈮　
午前９時～10時30分 10名 ８月５日～

「ゆっくりっく体操（健康体操）」
一日体験講座

９月９日㈯
午後１時～２時30分 ５名 ８月５日～

三日市公民館
（☎62- 6155）

「自然の恵みをいただくアイヌのごはん」
～素材の味を生かしたアイヌ伝統料理～

９月10日㈰
午前10時～14時 20名 ８月８日～

◉　気軽に参加してみよう　公民館の講座や教室など　◉
※公民館のホームページ（右QRコード参照）などで、対象や費用を確認のうえ、お申し込みください。

対
象　

小
学
４
〜
６
年
生

と
き　

８
月
18
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円

申
し
込
み　

８
月
６
日
か
ら
電
話

で
同
館
へ

問
ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
館

（
☎
64
・
１
５
６
０
）

森
の
定
点
観
測
〜
夏
〜

　

あ
な
た
の
場
所
、
私
の
樹
を
一

年
を
通
し
て
定
点
観
察
し
ま
す
。

（
年
４
回
の
う
ち
今
回
は
２
回
目
）

対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
で
）

と
き　

８
月
20
日
㈰
午
後
１
時
〜

３
時
▽
少
雨
決
行
、
荒
天
中
止

と
こ
ろ　

岩
湧
の
森
四
季
彩
館
周
辺

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
虫
眼
鏡
▽

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
運
動
靴

参
加
費　

３
０
０
円
（
小
学
生
は

無
料
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
（
10
人
以
上

で
の
参
加
は
事
前
に
連
絡
を
）。

問
岩
湧
の
森
四
季
彩
館

（
☎
℻
63
・
５
９
８
６
）

講
演
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

募　

集

相　

談

お
知
ら
せ

展
示
・
催
し

お
知
ら
せ

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募

集

相

談

講
演
・
講
座

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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婚
活
イ
ベ
ン
ト

　

市
の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
補
助
金
の

交
付
を
受
け
た
事
業
で
す
。

■
恋
育
祭
２
０
１
７

内
容　

野
外
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で

20
歳
〜
40
歳
の
独
身
の
人

と
き　

９
月
３
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ　

千
代
田
神
社
の
境
内

定
員　

男
女
各
30
名
（
抽
選
）

参
加
費　

男
女
共
２
０
０
０
円

申
し
込
み　

申
込
用
紙
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
８
月
20

日
（
必
着
）
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
で

問
河
内
長
野
青
年
会
議
所

（
☎
53・７
０
０
０
、℻
52
・
２
５
７
５
）

■
お
料
理
婚
活
イ
ン
河
内
長
野

内
容　

室
内
で
の
ク
ッ
キ
ン
グ

対
象　

28
歳
〜
48
歳
の
独
身
の
人

と
き　

９
月
10
日
㈰
午
前
11
時
〜

午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

に
ぎ
わ
い
プ
ラ
座

定
員　

男
女
各
15
名
（
先
着
順
）

参
加
費　

男
性
５
０
０
０
円
、
女

性
４
０
０
０
円

申
し
込
み　

㈱
す
ま
い

る
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

問
㈱
す
ま
い
る

（
☎
０
９
０
・
９
３
６
３
・
３
３
８
１
）

子
ど
も
平
和
施
設
見
学
会

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
４
〜
６
年
生

と
き　

８
月
23
日
㈬
午
前
８
時
45

分
〜
午
後
５
時

集
合　

市
役
所

行
き
先　

模
擬
原
子
爆
弾
投
下
跡

地
之
碑
、
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン
（
い

ず
れ
も
大
阪
市
）

定
員　

16
人
（
抽
選
）

申
し
込
み　
は
が
き
に
参
加
者
全
員

の
住
所
・
氏
名
、年
齢
、学
年
、
電
話

番
号
と
催
し
名
を
記
入
し
て
８
月

10
日（
当
日
消
印
有
効
）ま
で
に
人

権
協
会
へ（
１
枚
で
３
人
ま
で
有
効
）

問
人
権
協
会
（
人
権
推
進
課
内
）

ひ
き
こ
も
り
学
習
会

内
容　

ひ
き
こ
も
り
の
背
景
と
家

族
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て

と
き　

８
月
30
日
㈬
午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

富
田
林
保
健
所

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

８
月
23
日
ま
で
に
電

話
で
同
所
へ

問
富
田
林
保
健
所
地
域
保
健
課

（
☎
23
・
２
６
８
４
）

２
０
１
７
秋
の
ウ
オ
ー
ク

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ガ
イ
ド
と
共

に
滝
畑
ダ
ム
湖
か
ら
シ
ュ
ウ
カ
イ

ド
ウ
咲
く
岩
湧
寺
へ

と
き　

９
月
３
日
㈰
午
前
８
時
30

分
〜
（
約
６
時
間
）
▽
雨
天
中
止

集
合　

河
内
長
野
駅
観
光
案
内
所
前

コ
ー
ス　

滝
畑
ダ
ム
サ
イ
ト
〜
梨

木
ト
ン
ネ
ル
〜
岩
湧
寺
〜
神
納
ま

た
は
南
青
葉
台
口
バ
ス
停
〜
河
内

長
野
駅
（
約
13
㌔
）

定
員　

25
人
（
先
着
順
）　

参
加
費　

３
０
０
円
▽
別
途
バ
ス

代
必
要

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ガ
イ
ド
と
共

に
奥
河
内
で
２
つ
の
棚
田
を
巡
る

と
き　

９
月
７
日
㈭
午
前
９
時
〜

（
約
５
時
間
）
▽
雨
天
中
止

バ
ー
ド
コ
ー
ル
づ
く
り

と
き　

８
月
27
日
㈰
午
前
11
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
」（
千
早
赤
阪
村
）

参
加
費　

７
０
０
円

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
汚
れ
て
も

良
い
服
装
で
参
加
を
。

問
南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

（
☎
72
・
０
０
９
０
）

集
合　

千
早
口
駅
改
札
口
前

コ
ー
ス　

唐
久
谷
〜
中
ノ
谷
の
棚

田
〜
惣
代
の
棚
田
〜
美
加
の
台
駅

（
約
７
・
５
㌔
）

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円

申
し
込
み　

①
は
８
月
17
日
か
ら
、

②
は
８
月
21
日
か
ら
電
話
で
河
内

長
野
駅
前
観
光
案
内
所
へ
（
営
業

時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
・

第
２
水
曜
日
定
休
）

問
同
案
内
所
（
か
わ
ち
な
が
の
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
倶
楽
部
、☎
55
・

０
１
０
０
）ス

ポ
ー
ツ

ジ
ュ
ニ
ア
ス
イ
ミ
ン
グ

　

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ウ
ェ
ル
ネ

ス
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
）
で
夏
休
み

短
期
教
室
の
参
加
を
受
付
中
で
す
。

◎
５
日
間
コ
ー
ス
（
小
学
生
〜
中

学
生
対
象
）
＝
８
月
７
日
㈪
〜
11

日
㈷

◎
４
日
間
コ
ー
ス
（
小
学
生
〜
中

学
生
対
象
）
＝
８
月
21
日
㈪
〜
24

日
㈭
、
28
日
㈪
〜
31
日
㈭

◎
３
日
間
コ
ー
ス
（
３
歳
〜
小
学

生
対
象
）
＝
８
月
７
日
㈪
〜
９
日

㈬
▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

木
根
館
の
木
工
教
室

■
折
り
た
た
み
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
台

と
き　

９
月
24
日
㈰
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

木き
ん

根こ
ん

館か
ん

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
０
円

サ
イ
ズ　

高
さ
72
㌢
×
横
幅
66
㌢

×
奥
行
き
32
㌢

申
し
込
み　

８
月
５
日
か
ら
電
話

か
電
子
メ
ー
ル
（kinkonkan@

sinrin.org
▽
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
、

30
分
〜
９
時
30
分

◎
１
日
体
験
（
３
歳
〜
中
学
生
対

象
）＝
８
月
１
日
㈫
〜
31
日
㈭
（
日

曜
日
、
休
館
日
を
除
く
）
▽
時
間

は
午
後
３
時
30
分
〜
４
時
30
分

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.hos-w

ellness.com
/

）で

確
認
を
。

問
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
62
・
１
９
１
９
）

市
民
居
合
道
体
験
会

対
象　

10
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在

学
・
在
勤
者
と
居
合
道
連
盟
登
録
者

と
き　
９
月
10
日
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

武
道
館

申
し
込
み　

８
月
５
日
〜
31
日
に

市
民
総
合
体
育
館
へ

問
同
連
盟
の
古
川
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
６
３
７
７
・
２
６
７
４
）

卓
球
普
及
講
習
会

と
き　

９
月
16
日
㈯
午
前
９
時
〜

と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館

定
員　

70
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円（
当
日
徴
収
）

申
し
込
み　

８
月
９
日
〜
９
月
６

日
に
同
館
へ
（
電
話
不
可
）

問
卓
球
連
盟
の
森
さ
ん

（
☎
53
・
２
６
９
０
）

お
知
ら
せ

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募

集

相

談

講
演
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

募　

集

相　

談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

K Kiz

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

■おはなし会のお知らせ
対象 と　き 定員（先着順）

２～３歳児
と保護者

８月９日㈬・23日㈬午後2
時30分～（15分程度） 各10組

４歳～就学
前の子ども

８月９日㈬・23日㈬午後３
時30分～（30分程度）

各25人
小学生

８月５日㈯・26日㈯、９月
２日㈯午前11時～、８月19
日㈯午後２時～（30分程度）

※当日直接図書館へ▷８月26日は保護者入場可。

K Kiz

図書館だより
☎52-6933 開館時間：午前９時30分～午後８時
インターネット予約もできますご利用ください

■利用者カードの更新手続きを忘れずに
図書館利用者カードの有効期間は発行日から３年
です。更新手続きには、住所・氏名が確認でき
るものなどが必要です。詳しくは問い合わせを。
■休館日　８月１日㈫・14日㈪
■新刊図書の紹介
◎児童書　いろいろはっぱ　小

こ

寺
でら

卓
たく

矢
や

　　　　　メリーメリーのびっくりプレゼント　ジョーン・G・ロビンソン
◎一般書　1934年の地図　堂

どう

場
ば

瞬
しゅん

一
いち

　　　　　横
よこ

濱
はま

エトランゼ　大
おお

崎
さき

梢
こずえ

◎その他　ワンオペ育児　藤
ふじ

田
た

結
ゆい

子
こ

　　　     星とくらす　田
た

中
なか

美
み

穂
ほ

■自動車文庫巡回表（８月１日～９月4日）
巡回日 巡回時間 場　　所

８月８日㈫
８月22日㈫

13:35～14:15 南ケ丘自治会館横
14:30～15:10 大矢船幼稚園北
15:30～16:30 美加の台第２公園

８月９日㈬
８月23日㈬

13:30～14:10 柳風台第２公園
14:25～15:05 松ケ丘公民館横空地
15:25～16:25 桐ケ丘第２公園

８月10日㈭
８月24日㈭

13:35～14:25 南花台ＵＲ団地集会所裏
14:40～15:20 楠ケ丘児童公園
15:40～16:30 旭ケ丘バス方転地

８月11日㈷
８月25日㈮

13:15～14:15 福祉センター錦渓苑
14:30～15:10 楠台第２公園（東中正門前）
15:25～16:05 清見台２丁目児童公園

８月１日㈫
８月15日㈫
８月29日㈫

13:30～14:10 北貴望ケ丘バス方転地
14:30～15:10 荘園町第３公園
15:30～16:30 緑ケ丘中第１公園

８月２日㈬
８月16日㈬
８月30日㈬

13:45～14:15 天見出合橋空地
14:40～15:40 北青葉台中央公園
15:55～16:25 南青葉台公園

８月３日㈭
８月17日㈭
８月31日㈭

13:30～14:10 千代田南中央公園
14:25～15:05 市町千代田神社
15:20～16:20 木戸住宅４棟前

８月４日㈮
８月18日㈮
９月１日㈮

13:15～14:15 福祉センター錦渓苑
14:25～15:05 大師町集会所前
15:20～16:00 清見台第２公園

※８月11日㈷は福祉センター錦渓苑が休館日
のため同施設への巡回は休止します。

夏
休
み
子
ど
も
工
作
教
室

対
象　

小
学
生（
保
護
者
同
伴
可
）

と
き　

８
月
22
日
㈫
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

寺
ケ
池
公
園
管
理
事
務

所内
容　

竹
を
用
い
た
水
鉄
砲
や
竹

ポ
ッ
ク
リ
、
花
入
れ
の
作
成

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

８
月
７
日
〜
18
日
に

電
話
で
（
公
財
）
公
園
緑
化
協
会
へ

問
公
園
緑
化
協
会

（
☎
56
・
１
１
５
５
）

電
話
番
号
、
催
し
名
を
記
入
）
で

同
館
へ

問
木
根
館
（
☎
64
・
８
１
５
１
）

プ
ラ
っ
と
や
っ
て
み
よ
う

　

体
を
動
か
し
て
ス
ト
レ
ッ
チ
を

体
験
し
ま
す
。

対
象　

社
会
参
加
に
不
安
を
持
ち

引
き
こ
も
り
が
ち
な
青
年

と
き　

８
月
24
日
㈭
午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

申
し
込
み　

電
話
で
南
河
内
プ
ラ

ッ
ツ
へ

問
南
河
内
プ
ラ
ッ
ツ

（
☎
０
９
０
・
９
２
５
８
・
８
１
７
７
）

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

■
柔
道
大
会

と
き　

９
月
10
日
㈰
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館

部
門　

小
学
１
年
生
〜
中
学
１
年

生
の
各
学
年
、
中
学
２
〜
３
年
生
、

一
般
（
高
校
生
以
上
）
有
段
・
段

外
・
女
子
の
部

申
し
込
み　

８
月
20
日
ま
で
に
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
た
は
市

民
総
合
体
育
館
へ
（
電
話
不
可
）

問
総
合
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
事
務
局

（
☎
26
・
７
６
６
０
）

■
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

対
象　

小
学
４
年
生
以
上
の
市
内

在
住
・
在
学
・
在
勤
者

と
き　

10
月
１
日
㈰
午
前
９
時
30

分
〜（
受
付
は
午
前
９
時
10
分
〜
）

と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館

種
目　

競
技
の
部
（
混
合
・
女
子
）、

レ
ク
の
部
（
一
般
・
子
ど
も
）

※
１
チ
ー
ム
４
人
（
登
録
は
８
人

ま
で
）。

申
し
込
み　
８
月
18
日
〜
９
月
１
日

に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
た
は

市
民
総
合
体
育
館
へ
（
電
話
不
可
）

問
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
の
曽そ

碩せ
き

さ

ん
（
☎
65
・
１
７
０
５
）

試
験　

８
月
19
日
㈯
に
キ
ッ
ク
ス

で
作
文
試
験
・
面
接
試
験
を
実
施

申
し
込
み　

写
真
添
付
の
履
歴
書

１
通
を
持
っ
て
８
月
１
日
〜
17
日

（
日
曜
・
月
曜
・
祝
休
日
を
除
く
▽

時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

に
地
域
教
育
推
進
課
へ

※
試
験
時
に
免
許
・
資
格
の
原
本

を
提
示
い
た
だ
き
ま
す
。

問
地
域
教
育
推
進
課

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
５
）

市
嘱
託
員
・
ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者

❶
保
育
所
調
理
清
掃
業
務

資
格　

調
理
師
資
格
を
持
つ
人

勤
務
日　

月
〜
土
の
う
ち
３
日

人
数    

１
人

❷
母
子
・
父
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
策
定
業
務

資
格　

就
業
に
関
す
る
相
談
事
務
に

１
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
持
つ
人

勤
務
日　

月
〜
金
の
週
５
日

人
数　

１
人

❸
あ
い
っ
く
心
理
相
談
員
業
務

資
格　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

①
大
学
で
児
童
福
祉
、
社
会
福
祉
、

心
理
学
課
程
を
履
修
し
卒
業
し
た

人
、
②
児
童
福
祉
に
関
す
る
心
理

判
定
・
相
談
業
務
な
ど
に
３
年
以

上
従
事
し
た
経
験
を
も
つ
人
、
③

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
持
つ
人

勤
務
日　

月
〜
金
の
週
５
日

人
数　

１
人

試
験　

❶
❷
❸
は
８
月
15
日
㈫
に

面
接
試
験
を
実
施

申
し
込
み　

❶
は
履
歴
書
と
調
理

師
免
許
、
❷
❸
は
履
歴
書
を
持
っ

て
８
月
10
日
ま
で
に
子
ど
も
子
育

て
課
へ

■
保
育
士
ア
ル
バ
イ
ト
登
録
者

資
格　

保
育
士
登
録
が
済
ん
で
い

る
人

申
し
込
み　

履
歴
書
と
保
育
士
証

の
原
本
を
持
っ
て
随
時
、
子
ど
も

子
育
て
課
へ

問
子
ど
も
子
育
て
課

小
学
校
給
食
配
膳
業
務
嘱
託
員

勤
務
日　

月
〜
金
曜
日
の
給
食
実

施
日
と
各
学
期
初
め
の
清
掃
日

人
数　

１
人

試
験　

８
月
11
日
㈷
に
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
で
専
門
筆
記
試
験
を
実

施
▽
合
格
者
に
は
後
日
面
接
試

験
・
体
力
測
定
を
実
施

申
し
込
み　

写
真
添
付
の
履
歴
書

１
通
を
持
っ
て
８
月
１
日
〜
８
日

（
土
・
日
を
除
く
▽
時
間
は
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
）
に
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
へ
（
郵
送
不
可
）

問
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
６
４
１
１
）

ス
ポ
ー
ツ

募　

集

相　

談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

お
知
ら
せ

募

集

相

談

講
演
・
講
座

ス
ポ
ー
ツ

展
示
・
催
し

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

チ
ア
ダ
ン
ス
体
験

対
象　

３
歳
児
〜
小
学
６
年
生

と
き　

８
月
17
日
㈭
・
24
日
㈭
・

31
日
㈭
午
後
３
時
15
分
〜
７
時
５

分
（
各
50
分
間
▽
学
年
に
よ
り
時

間
帯
が
異
な
り
ま
す
）

と
こ
ろ　

阪
和
学
園
体
育
館
（
旧

南
花
台
西
小
学
校
）

定
員　

各
学
年
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
０
０
円

申
し
込
み　

８
月
５
日
か
ら
電
話

で
長
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

務
局
へ
（
日
曜
・
祝
日
を
除
く
▽

受
付
は
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

問
長
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

務
局
（
☎
０
９
０
・
８
９
３
３
・

７
２
１
３
）募　

集

南
河
内
環
境
事
業
組
合
職
員

職
種　

①
技
術
職
上
級
（
電
気
ま

た
は
機
械
）、
②
事
務
職
上
級

資
格　

①
昭
和
59
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
で
大
学
（
短
期
大
学
を
除

く
）
で
電
気
ま
た
は
機
械
課
程
を
専

攻
し
、
卒
業
し
た
人（
見
込
み
含
む
）、

②
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
で
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を

卒
業
し
た
人
（
見
込
み
を
含
む
）

人
数　

①
３
人
程
度
、
②
１
人
程
度

試
験　
８
月
27
日
㈰
（
第
一
次
試
験
）

申
し
込
み　

８
月
１
日
〜
８
月
17

日
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
▽
時

間
は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30

分
）
に
同
組
合
へ
申
込
書
を
提
出

▽
郵
送
の
場
合
は
８
月
14
日
（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に

※
申
込
書
は
８
月
１
日
か
ら
同
組

合
で
配
布
▽
同
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

問
同
組
合
総
務
企
画
課

（
☎
33
・
６
５
８
４
）

放
課
後
児
童
会
嘱
託
支
援
員

内
容　

放
課
後
児
童
会
（
学
童
）

支
援
業
務

資
格　

保
育
士
も
し
く
は
教
員
の
資

格
を
持
つ
人
、
ま
た
は
児
童
の
指
導

に
つ
い
て
知
識
・
経
験
を
有
す
る
人

勤
務
日　

月
〜
土
曜
日
の
う
ち
週

５
日
を
基
本
と
す
る
（
公
休
日
は

地
域
教
育
推
進
課
が
指
定
）

人
数　

１
人 ■グラウンド・ゴルフ交流大会

対象　グラウンド・ゴルフ協会の登
録者（当日登録可▷登録料100円）
とき　９月 15 日㈮午前９時～
（予備日 22日）
ところ　大師総合運動場
参加費　500円（当日徴収）
申し込み　８月 29日までに市民
総合体育館へ（電話不可）
問同協会の松枝さん

（☎ 53・8430）
■ソフトボール大会
対象　一般＝市内在住・在学・在
勤者で構成されたソフトボール連盟
登録チーム（高校生以下は不可）、
ジュニア＝市内在住・在学の小学生
で構成されたソフトボールチーム
※未登録チームも参加可（別途
登録料と年会費が必要）。
種目・とき　一般男子＝９月３日・
10 日・17 日・24 日、ジュニア
＝ 11月５日・19日・26日の各
日曜日（予備日 12月３日）
ところ　大師総合運動場
参加費　１チーム 8000円
申し込み　８月16日までに赤峰市

民広場メールボックスへ（電話不可）
問同連盟の蔭原さん

（☎ 56・5386）
■テニス大会
対象　テニス連盟登録者（当日登
録可▷登録料 500円）
種目・とき　男子ダブルス・壮年
の部（55 歳以上）＝９月３日㈰
（予備日 10日）、女子ダブルス＝
９月 14 日㈭（予備日 21 日）▷
時間はいずれも午前８時 30分～
ところ　寺ケ池公園庭球場
定員　男女各 40組（先着順）
参加費　１組3000円（当日徴収）
申し込み　ファクスか電子メー
ル（kawatinagano.teniren@
gmail.com）に住所、氏名、年齢、
電話番号、種目、連盟登録の有無
を記入して８月 25日までに同連
盟の鎌田さんへ（電話不可）
問同連盟の鎌田さん

（☎℻ 62・5479）
■バドミントン大会
対象　小学生以上の市内在住・在
学・在勤・在クラブ者およびバド
ミントン連盟登録者（当日登録可

▷登録料 500円）
とき　９月 17日㈰午前９時～
ところ　市民総合体育館
種目　男女ダブルス１～３部
参加費　１組 2000 円（高校生
以下１組 1000円▷当日徴収）
申し込み　８月 20日～９月３日
に同館へ（電話不可）
問同連盟の井脇さん

（☎ 55・0258）
■軟式野球大会
対象　市内在住・在学・在勤者お
よび軟式野球連盟登録チーム
※未登録チームも参加可（別途
登録料と年会費が必要）。
とき　９月３日～11月５日の毎週
日曜日（９月17、10月８日を除く
▷予備日11月19日・26日、12
月３日・17日）
ところ　寺ケ池公園野球場
参加費　１チーム 13000円
申し込み　８月 20日までに赤峰
市民広場メールボックスへ（電話
不可）
問同連盟の島田さん

（☎ 090・8655・7728）

◉　秋季大会　◉

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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寺
ケ
池
公
園

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

対
象　

18
歳
以
上
の
人
を
代
表
と

す
る
グ
ル
ー
プ

と
き　

10
月
21
日
㈯
午
前
９
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ　

寺
ケ
池
公
園
芝
生
周
り

募
集
店
舗
数　
24
店
舗（
先
着
順
）

参
加
費　

１
ブ
ー
ス
２
０
０
０
円

申
し
込
み　

８
月
９
日
〜
31
日
に

電
話
で
（
公
財
）
公
園
緑
化
協
会
へ

問
公
園
緑
化
協
会

（
☎
56
・
１
１
５
５
）

高
野
街
道
ま
つ
り

ス
テ
ー
ジ
出
演
者

対
象　

バ
ン
ド
演
奏
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
ダ
ン
ス
、
伝
統
芸
能
な

ど
の
グ
ル
ー
プ

と
き　

10
月
22
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
▽
１
グ
ル
ー
プ
20
〜
30
分

と
こ
ろ　

三
日
市
町
駅
前
特
設
ス

テ
ー
ジ
（
予
定
）

申
し
込
み　
エ
ン
ト
リ
ー
用
紙（
市

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
８
月
16
日
（
必
着
）
ま

相　

談

無
料
法
務
・
法
律
相
談（
予
約
制
）

　

相
続
・
遺
言
書
、成
年
後
見
、農

地
問
題
な
ど
日
常
生
活
の
様
々
な

法
律
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
弁
護

士
や
行
政
書
士
、
社
会
保
険
労
務

士
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き　

①
８
月
20
日
㈰
、
②
９
月

17
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ　

ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
ノ

バ
テ
ィ
な
が
の
南
館
内
）

申
し
込
み　

①
は
８
月
10
日
、
②

は
８
月
21
日
ま
で
に
電
話
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
研
志
会
の
栗
山
さ
ん
へ

（
土
、
日
を
除
く
）

問
栗
山
さ
ん（
☎
63
・
０
８
１
１
）

就
労
を
め
ざ
す
若
者
の
た
め
の

無
料
相
談
会
（
予
約
制
）

対
象　

対
人
関
係
が
苦
手
で
働
く

自
信
が
な
い
な
ど
の
悩
み
を
持
つ

39
歳
以
下
の
若
者
と
そ
の
保
護
者

（
保
護
者
の
み
の
相
談
も
可
）

と
き　

８
月
23
日
㈬
、
９
月
６
日

㈬
・
20
日
㈬
、
10
月
４
日
㈬
午
後

1
時
〜
5
時

※
当
初
予
定
の
８
月
16
日
を
中
止

し
、23
日
に
変
更
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

市
役
所

申
し
込
み　

電
話
で
南
河
内
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

問
南
河
内
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
☎
26
・
９
４
４
１
）

★ 市文化祭への出品・出演を募集 ★

で
に
フ
ァ
ク
ス
か
郵
送
、
電
子
メ

ー
ル
で
産
業
観
光
課
へ
（
抽
選
）

問
高
野
街
道
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
産
業
観
光
課
内
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
団
体

　

来
年
２
月
25
日
㈰
に
開
催
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
と
、
同
イ
ベ
ン
ト
の

内
容
な
ど
を
話
し
合
う
検
討
会

（
10
月
以
降
に
月
１
回
開
催
予
定
）

へ
の
参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

とき・内容　下記のとおり
ところ　ラブリーホール、キックスほか
申し込み　各締切日までにラブリーホールへ
※開催時間などは10月号の広報に掲載予定▷参加費
が必要（金額は催しにより異なります）▷各作品の大
きさには制限があります▷詳しくは問い合わせを。
問ラブリーホール（☎ 56-6100）

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

募

集

相

談

ス
ポ
ー
ツ

◉編集後記
▶瀬尾高圧工業の熱交換器は溶接士の人たちの高度な技術
力があって、はじめて製造できるものだと今回の取材でよ
くわかりました。やはり人材って重要ですね（伊藤）▶情
報プラザでは、公民館の講座やスポーツの秋季大会の情報
がたくさんあったので、一つの枠にまとめてみました。伝
わりやすくなったかなと思うのですが、みなさん読んでみ
てどうでしたか（東）▶寺ケ池公園プールへ取材へ。取材
した日は暑く、絶好のプール日和でした。ここ数年はプー
ルへ行っていないので、今年は行きたいと思います（道仙）

相談いろいろ
（8月１日～9月４日）
相談はすべて無料です。気軽にご利用を。

■人権相談　▶とき　毎週火曜日午前 10時～午後
１時　▶ところ　市役所　▶相談員　人権擁護委員
▶できるだけ事前に電話連絡を
問人権推進課
■女性相談～家族関係・DVなど（予約制）　▶とき
毎月第２水曜日午後１時～４時と第３土曜日午前９
時 30分～ 11時 30 分、第４水曜日午前 10時～正
午と午後１時～３時　▶ところ　キックス　▶相談
員　女性カウンセラー
問男女共同参画センター（☎ 54-0003）または人権
推進課
■心配ごと相談～悩み・困りごとなど～　▶とき　8
月 9日㈬・23日㈬午前 10時～正午　▶ところ　社
会福祉協議会　▶相談員　民生委員・児童委員
問社会福祉協議会（☎ 65-0133）
■労働相談（予約制）　▶とき　申込者の都合に合わ
せて日程調整が可能　▶ところ　相談員の事務所な
ど　▶相談員　社会保険労務士　
問産業観光課
■育児相談（予約制）　▶とき　①水曜日を除く毎日
午前 10時～午後５時 30分②月～金曜日午前 10時
～午後５時 30分（祝日を除く）　▶ところ　①子ど
も・子育て総合センターあいっく②子育て支援セン
ターちよだだい　▶相談員　保育士など
問あいっく（☎ 50-4664）
■行政相談　▶とき　８月１日㈫・15日㈫午前10時
～正午　▶ところ　市役所　▶相談員　行政相談委員
問自治協働課
■法律相談（予約制）　▶とき　毎週水曜日午後１時
～４時30分　▶ところ　市役所　▶相談員　弁護士
問自治協働課
※電話番号の記載のないものは市役所（53-1111）へ

行
政
書
士
な
ど
に
よ
る

無
料
相
談
会
（
予
約
制
）

　

相
続
・
遺
言
、
成
年
後
見
制
度
、

離
婚
協
議
書
、
契
約
・
内
容
証
明
、

各
種
許
認
可
な
ど
の
相
談

と
き　

８
月
26
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

申
し
込
み　

あ
ん
し
ん
相
談
ね
っ

と
の
古
川
さ
ん
へ

問
古
川
さ
ん（
☎
22
・
５
８
７
６
）

催し内容 開催日 締切日
切手展 10月27日㈮・28日㈯ ９月 30日
美術展 10月27日㈮～29日㈰ 10月７日
フラワーデザイン展 10月28日㈯・29日㈰ ８月 31日
知ったはりまっか？河内講座 10月 29日㈰ 10月 15日
書展 10月 29日㈰～31日㈫ ９月９日
謡曲大会 10月31日㈫ ８月31日
川柳展 11月１日㈬～３日㈷ ９月２日
書法篆

て ん

刻
こ く

展 11月１日㈬～３日㈷ 10月 14日
華展 11月２日㈭・３日㈷ ８月 28日
太鼓大会 11月３日㈷ ８月 31日
茶会 11月３日㈷ ８月 28日
合同舞踊会（日舞・新舞踊）11月４日㈯ ８月 23日
民謡大会 11月４日㈯ ８月 31日
造花展 11月４日㈯～６日㈪ ８月 31日
水墨画展 11月４日㈯～６日㈪ ９月３日
箏
そう

・三
さ ん

絃
げん

・尺八演奏会 11月５日㈰ ８月 30日
吟詠大会 11月５日㈰ ８月６日
※「知ったはりまっか？河内講座」の申し込み受付は10月１日から。

▲昨年度の書法篆刻展の様子

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

対
象　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
公

益
活
動
紹
介
冊
子
の
掲
載
団
体

（
未
掲
載
団
体
も
参
加
可
▽
冊
子

へ
の
掲
載
が
必
要
）
や
自
治
会
や

企
業
、
学
校
な
ど

申
し
込
み　

10
月
１
日
ま
で
に
市

民
公
益
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
る
ー

ぷ
ら
ざ
」
に
申
込
用
紙
の
提
出
を

※
新
規
参
加
団
体
・
参
加
部
門
変

更
を
考
え
て
い
る
団
体
を
対
象
に

９
月
４
日
㈪
午
後
２
時
か
ら
る
ー

ぷ
ら
ざ
で
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

問
る
ー
ぷ
ら
ざ

（
☎
53
・
８
１
０
０
、
℻
53
・
８
０
３
０
）

展
示
・
催
し

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

募　

集

相　

談

ス
ポ
ー
ツ

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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1厚肉溶接をする従業員。同社の最大の強みである高水準の溶接技術
はベテランから若い人に継承される　2熱交換器の外観。内部に複数
のパイプが設置される　3地元の若い人にも、ぜひ我社で働いて欲し
いと語る小林工場長　4流体が通るパイプの溶接前（写真上）と溶接
後（同下）　5新しいオフィスで熱交換器の設計を担当する従業員

　

大
正
15
年
に
瀬せ

尾お

三さ
ん

五ご

郎ろ
う

氏
が

フ
ラ
ン
ジ
と
い
う
パ
イ
プ
の
接
合

部
品
を
大
阪
市
大
正
区
で
製
造
し

た
こ
と
が
瀬
尾
高
圧
工
業
株
式
会

社
の
始
ま
り
。
現
在
、
同
社
は
国

内
だ
け
で
な
く
海
外
の
電
力
会
社

な
ど
に
鍛た

ん

鋼こ
う

品ひ
ん

（
強
度
に
優
れ
た

金
属
製
品
）
や
熱
交
換
器
を
納
入

す
る
プ
ラ
ン
ト
機
器
メ
ー
カ
ー
で

す
。「
三
日
市
工
場
で
は
、
熱
交
換

器
を
専
門
に
製
造
し
て
い
る
ほ
か

設
計
や
品
質
管
理
、
調
達
な
ど
管

理
部
門
も
備
え
て
い
ま
す
」
と
同

社
取
締
役
で
も
あ
る
小こ

林ば
や
し

順じ
ゅ
ん

工
場

長
は
語
り
ま
す
。

高
い
技
術
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る
従

業
員
が
国
の
定
め
る
溶
接
士
資
格

を
定
期
的
に
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
よ
り
高
効
率
の
次
世

代
の
熱
交
換
器
を
追
及
す
る
と
と

も
に
、
国
内
生
産
と
同
等
の
品
質

を
保
ち
な
が
ら
韓
国
や
台
湾
な
ど

海
外
の
企
業
と
も
協
業
し
て
グ
ロ

ー
バ
ル
な
生
産
活
動
を
進
め
た
い

と
の
こ
と
。
ま
た
、
過
去
に
納
入

し
た
プ
ラ
ン
ト
の
保
守
、修
繕
、寿

命
診
断
な
ど
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス

体
制
を
強
化
し
、
さ
ら
な
る
信
頼

を
得
て
、
世
界
の
産
業
界
に
貢
献

し
て
い
き
ま
す
。

熱交換器で世界の
産業界に貢献する
瀬尾高圧工業株式会社

　

大
規
模
な
発
電

所
や
工
場
な
ど
で

使
わ
れ
る
熱
交
換

器
は
、
流
体（
液
体

や
気
体
）の
熱
を
別

の
流
体
に
移
動
さ

せ
る
設
備
で
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
有
効

利
用
を
図
り
ま
す
。

単
純
化
す
る
と
下

図
の
よ
う
な
し
く

み
で
す
。

　

三
日
市
工
場
で
は
年
間
２
２
０

〜
２
３
０
台
の
熱
交
換
器
を
生
産
、

大
き
い
も
の
は
約
30
ト
ン
に
上
る

と
か
。
円
筒
型
の
熱
交
換
器
は
鉄

板
を
筒
状
に
し
て
容
器
と
し
、
中

に
パ
イ
プ
を
通
し
ま
す
が
、
流
体

が
漏
れ
な
い
よ
う
に
確
実
な
溶
接

が
求
め
ら
れ
ま
す
。「
厚
肉
溶
接
と

い
っ
て
、分
厚
い
鉄
板
も
肉

厚
を
保
ち
な
が
ら
溶
接
で

き
る
な
ど
我
社
の
溶
接
技

術
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
」

と
工
場
長
。
発
電
所
な
ど

に
使
わ
れ
る
熱
交
換
器
に

は
不
具
合
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
だ
け
に
信
頼
性

の
高
い
精
密
な
溶
接
技
術

が
求
め
ら
れ
、
同
社
で
は

瀬尾高圧工業株式会社 三日市工場
従業員の安全第一という同工場で
は「不休労働無災害」（休業が必要な
受傷者が発生していない期間）を連
続 4000日の記録に向けて更新中。
西片添町9-10　☎63-5081 
http://www.seo-koatsu.co.jp

▲熱交換器の一種である
ガス式給水予熱器は発電
所やごみ焼却場などの排
煙熱の回収に使用される。

❶ ❷ ❸

発
行
：
河
内
長
野
市
　
編
集
：
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課

毎
月
１
日
発
行
　
４
万
870

0
部
作
成
（
１
部
当
た
り
2
0円
）

河
内
長
野
市
役
所
：
〒
586-8501

大
阪
府
河
内
長
野
市
原
町
一
丁
目
１
番
１
号

☎
0721 -53

-1111（
代
）　
℻
56
-1761

☎
54-1000（

留
守
番
電
話
）

お
知
ら
せ
電
話
で
休
日
急
病
診
療
所
の
日
程
な
ど
を

24時
間
案
内
中
 　
0120-930-073

河
内
長
野
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

毎月４日までに広報紙が届かない場合は、配送業者㈱ダイコク（ 0120-603-912、土・日・祝日を除く）へ

熱交換器のしくみ
❶から熱い水を流すと❷から
入れた冷たい水が❸から熱く
なって出てくる（実際にはた
くさんの管が入っています）




